
第164図 第81号住居跡・出土遺物
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第81号住居跡

l 黒掲色土 B軽石を多凪に含む

2 黒掲色土焼士、 B軽石を少且含む

3 黒褐色土焼土、炭化粒子を少歴含
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4 黒褐色土焼土、炭化粒子、小礫を

少旦含む

5 暗褐色土焼土を微只含み、小礫を

多兄に含む

6 黒褐色土焼土、炭化粒子、小礫を

少且含む

7 暗褐色土焼土プロックを多且に含

む粘性あり

8 暗褐色土 焼土プロックを多凪に含

む（煙道部）

9 褐色土焼土粒子を微最含む
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第134表 第81号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 NS 11.0 4.2 5.7 B, E, I 良 好 R 灰 白 60 

2 高台付椀 NS 58 E.H 良 好 R 黒 25 

3 高台付椀 HS 66 B.E.H 良 好 R 浅黄橙 50 

4 高台付椀 NS 15.2 B,C,H 良 好 R 灰 白 70 

5 高台付椀 NS 14.6 B.D.H 良 好 R 灰 20 カマド

6 羽AI bロ HS 22.2 2.4 A. B, D, E 良 好 淡 橙 15 カマド

7 羽 B II a NS 21.8 2.3 D,E, H,I 良 好 灰 白 20 カマド

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第81号

竪穴式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第82号住居跡（第165図）

J • K-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

土堀など激しく重複し、確認に手問取った。
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第165図 第82号住居跡・出土遺物
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第82号住居跡

1 黒褐色土 B軽石を多且に含む

2 黒褐色土 焼土、 B軽石を少只含む

3 暗褐色土 焼土、炭化粒千を少揖含む

4 黒褐色土焼土、 炭化粒子を少祗含む

5 暗褐色土 焼土、炭化粒子、小礫を少旦含む

6 黒褐色土焼土、炭化粒子を少菰含む粘性あり

7 暗黄褐色土 焼土、炭化物を少羹含み、小砂利を多嚢に

含む砂質

8 暗黄褐色土焼土を微只含み、炭化物を少屈含む粘性

あり

9 暗赤褐色土焼土プロック主体粘性あり（天井部）
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第135表 第82号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 高台付椀 NS 11.5 4,5 5.2 B, E, I 

2 高台付椀 HS 11.6 4.4 58 B, E, I 

3 高台付椀 HS 11.9 4.2 5.4 B. E. I 

4 高台 付椀 NS 51 B, E, I 

5 高台 付椀 HS 6.7 B. E. I 

6 高台付椀 HS 73 B, E. I 

7 高台付椀 HS 64 B, E, H, K 

8 咀ゃ6 II HS 16.4 B,D,E 

， 台付甕 H 12.8 150 9.0 B,C,D,E,H 

10 台付甕 H 13.2 B.E.H 

11 土師羽釜 B H 23.0 2.4 B,E,G 

12 土師甑 H B.E 

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.49m ・短辺2.35m・深さ0.29mであった。住居跡の

北東隅に径0.5mの浅い土城を三基検出した。

主軸方位は、 N-110°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。 袖は、検

出できなかったが、燃焼部の大半が、住居跡内に造ら

れていた。燃焼部の左側に、径0.17mの小穴一基を検

出した。煙道部は、長さ1.27mと細長く、 地山掘り抜

いて造られていた。住居跡の内側半分は、やや幅広か

った。 煙道部の細くなる部分には、扁平な）1［原石が構

築材として使用されていた。煙道部の底面は、 凹凸が

あり、燃焼部よりやや低く掘り込まれていた。 煙り出

し部は、 一旦斜めに緩く傾斜したのち、垂直に立ち上

がっていた。

遺構の切り合い関係は、第80• 81号住居跡より新し

かった。

1から 7は、高台付椀である。 1• 4は須恵器 (N

s）、他は須恵器 (HS)である。 7は、底部外面に
墨書「家」がみられる。 8は、須恵器 (HS)の甕で

ある。 9• 10は、土師器の甕である。 4から 7は口縁

部、 8• 10は胴部上位以下が欠損している。

11は、土師器の羽釜である。 12は、土師器の甑であ

る。 11は胴部上位以下、12は胴部中位以上と底部が欠

損している。

13は銅製環状品、 14は鉄製鎌の柄装着部である。

焼成 観輯 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 黄 50 

良 好 R 橙 95 

普 通 R にぶい黄褐 75 

並日ー 通 R 褐 灰 30 

良 好 R 灰 白 40 

5曰lt^  通 R 褐 灰 20 

良 好 灰 白 100 墨書「家」

良 好 明 褐 15 

外一浅黄橙。
良 好 内一黒。台 70 カマド

部、黒

良 好
外一明褐。

20 
内一黒

良 好
外一明赤褐。

25 カマド
内一明褐

良 好 明赤褐 20 

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第82号竪穴

式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第83号住居跡（第166図•第167図 ）

k-7グリッ ドで確認した。周辺の遺構は、 比較的

疎らであったが、第14号区画溝との重複部分が多く確

認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.21 m・短辺2.61m ・深さ0.2mであった。

主軸方位は、N-89°-Wであった。

カマドは、東壁のやや北寄りに検出した。 袖は、検

出できなかった。燃焼部は、住居内に大部分が造られ

たと推定され、極く浅い円形の窪みがみられた。

貯蔵穴は、カマド右側の南東部で検出した。形状は、

円形であった。径0.74m・深さ0.15mであった。

遺構の切り合い関係は、第14号区画溝より新しかっ

た。

遺物は、カマド内から須恵器の坑（3)が出士し、

貯蔵穴内から須恵器の高台付鉢（7)が出土した。

1は、土師器の杯AV1である。 2は、土師器の杯B

である。 2は、底部が欠損している。

3は、須恵器 (HS)の椀である。

4は、黒色士器の椀である。 4は、外面口縁部に黒

色の付着物が確認できる。煤の痕跡と考えられる。

5は、土師器の甕である。 5は、口縁部のみである。
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第166図第83号住居跡
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6は、須恵器（S)の高脚高台付椀である。 6は、

口縁部が欠損している。

7は、須恵器 (NS)の高脚高台付鉢である。 7は、

口縁部のみである。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から第83号竪穴

式住居跡を中堀圃期に位置付けたい。

第84号住居跡（第168図）

K-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・溝．

小穴などの遺構が密集し、確認に手問取った。

住居跡の形状は、不整方形であった。規模は、長辺

3. 13m・短辺3.04m・深さ0.34 rnであった。

主軸方位は、 N-42°-Eであった。

カマドは、検出されなかった。

遺構の切り合い関係は、第14号区画溝より新しかっ

た。

1から 5は、高台付椀である。 2• 4が須恵器 (H

S)である。ほかは須恵器 (NS)である。 1は底部、

2から 5は口縁部が欠損している。

6は、土師器の甕である。 6は、口縁部のみである。

7から 9は、羽釜である。 9が須恵器 (HS)、ほ

かは須恵器 (NS)である。 10は、須恵器 (HS)の

羽釜である。 11は、須恵器（S)の大甕である。 7か

ら10は、胴部上位以下が欠損している。 11は、口縁部

破片である。

12は、砥石である。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第84号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第85号住居跡（第169図）

K-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・溝．

士城などが密集し、確認に手間取った。住居跡の大半

は、第86号住居跡で破壊され、形状など不明な点が多

し、0

残存していた北壁は、長さ2.80m・深さ0.45mであ

った。住居跡の北西隅に幅30cmの壁溝を短く検出した。

主軸方位は、 N-92°-Eであった。
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第167図 第83号住居跡出士遺物
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第136表 第83号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A VI H 13.0 2.8 6.6 B,C,D,E 普 通 暗 橙 50 

2 杯 B H 13.0 B,D,E 普 通 黄 褐 30 

3 椀 HS 12.1 4.3 6.0 B. E. I 灰 黄 70 

4 椀 黒色 13.6 4.3 5.3 B,C,E 良 好 浅黄橙 60 

5 甕 B IIイ H 20.5 B.H 良 好 橙 15 

6 高脚高台付椀 s 10.5 B,D,E 良 好 黄 灰 20 

7 高脚裔台付鉢 NS 332 AB,E,H 良 好 黄 灰 25 

第137表 第84号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高台 付椀 NS 11.5 4.3 5.7 B,E 良 好 L 灰 黄 20 

2 高台 付椀 HS 5.5 B,C,H 良 好 R 淡 橙 100 

3 高台 付椀 NS 5.5 B,E 良 好 R 灰 100 

4 商台付椀 HS 9.2 A.B.C,E,H 良 好 R 灰 白 70 

5 高台 付椀 NS 6.9 B,H 良 好 R 灰 白 25 

6 甕 B H 195 E,F,H 普 通 暗 褐 10 口縁のみ

7 羽AII aロ NS 23.5 30 B, D, I 良 好 明灰褐 15 

8 羽AIaロ NS 20.5 30 B, C, I 良 好 暗 褐 20 ， 羽 B II a HS 18.9 23 B, C, E,I 良 好 明赤褐 15 

10 甑 B I HS 30.8 79 E. C, I 良 好 明灰褐 15 

11 大 甕 s B 良 好 青 灰 10 

第138表 第85号住居跡出士遺物観察表

番1~ 1 高器台付種椀 1 ：竺 I口径 1器高 1 鍔 1 ::  I B :台I 土 1良焼 ：子 1輛輯 1に竺い：l橙 1残::1 出土位置その他

第169図 第85号住居跡・出土遺物
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カマドは、東壁に構築されていたと推定されるが、

重複のため明らかにできなかった。

遺構の切り合い関係は、第86号住居跡よりも古かっ

た。

1は、須恵器 （NS)の高台付椀である。 1は、ロ

縁部が欠損している。

2は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第85号竪穴

式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

第86号住居跡 （第170図）

K-8 • 9グリ ッドで確認した。周辺は、住居跡・
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第170図 第86号住居跡・出土遺物
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4 褐色土焼土粒子を少最含む粘性あり

5 褐色土焼土粒子を少旦含む

6 黒褐色土 焼土を多且に含み、黒褐色土プロックを少只

含む

三
第86号住居跡 7 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子を多且に含む

1 明黄褐色土 焼土、黒褐色土プロックを少屈含む 8 暗褐色土焼土粒子を多:I.ii:に含み、炭化粒子
を少坦含む

2 黒褐色土焼土粒子、 B軽石を少羹含む 9 黒褐色土 焼土を多凪に含む

3 黄褐色土焼土粒子、焼土プロックを多最に含む 10 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少且
含む

二
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溝•土壊などが密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。 規模は、長辺

4.00m・短辺2.77m・深さ0.45mであった。

主軸方位は、 N-88°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。左袖は、地

山を掘り残して造られ、住居跡内に短く伸びていた。

右袖は、壁をそのまま利用していた「片袖型」であっ

た。焚き口部は、やや狭くなっていた。燃焼部は、不

整形の浅い掘り込みがあった。燃焼部内からカマド構

築材の川原石が出士した。

遺構の切り合い関係は、第85号住居跡、第260• 273 

号土城より新しかった。

1から4は、高台付椀である。 1• 4は、須恵器 (N

S)である。 他は、須恵器（HS)である。 2は口縁

部、 3• 4は口縁部と底部が欠損してる。

5は、土師器の甕である。

6 • 7 • 10は、須恵器 (HS)の甕である。 8は、

土師器の甕である。 9は、須恵器 (HS)の羽釜であ

る。 6は胴部中位以下、 7• 9は胴部上位以下、 10は

胴部中位以上が幻員している。 8は、底部のみである。
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第139表第86号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台付椀 NS 12.4 52 5.9 B.D.E.H 

2 高台付椀 HS 68 B,C,E,H 

3 高台付椀 HS 6.5 B,E,H 

4 高台付椀 NS 70 B.C,D,H 

5 台付甕 H 8.6 93 65 B, D, E 

6 ロクロ甕 HS 13.1 B,E 

7 ロクロ甕 HS 137 B. C, D.I 

8 台付甕底部 H 91 B. E, G, I ， 羽 B II a HS 20.2 2.8 B. D. I 

10 羽 釜 HS 55 B. C. D,I 

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第86号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第87号住居跡 （第 171 図•第172図•第173図 • 第

174図）

K-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・溝・

土城などが密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.59m・短辺2.60m・深さ0.30mであった。

主軸方位は、 N-101°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに二基並んで検出した。

覆土の堆積状況から、二基のカマドは、住居跡の埋没

まで併用されていたと推定される。

両カマドとも袖は、造られていなかった。 1号カマ

ドは、焚き口部の両脇に川原石を補強材として使用し

ていた。燃焼部はやや狭く、焚き口部の前面から燃焼

部にかけては、楕円形に浅く掘り込まれていた。さら

に燃焼部は、円形に浅く窪んでいた。

一方、 2号カマドの焚き口部の右側には補強材が出

土しなかった。燃焼部は、やや深く楕円形に掘り込ま

れ、煙道部に緩やかに傾斜しながら移行していた。ま

た煙道部の入り口には、補強材の土師器の甕（41• 45) 

が出土した。

二基のカマド内、およびカマド周辺は、カマドの構

築材の川原石が多量に出士した。

貯蔵穴は、 2号カマドの右側南東部で検出した。形

状は、オ逮を楕円形で規模は、長径0.82m・短径0.58m• 

土 焼成 輔輯 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 白 20 

良 好 R 明 掲 50 

良 好 R 黒 褐 25 

良 好 R 灰 25 

普 通 暗 橙 60 

良 好
外ー暗褐。

20 
内一黒

良 好
外ー暗赤褐。

80 内一黒

普 通 にぶい橙 10 

良 好 灰 褐 15 

良 好
外一明赤褐。

90 内一黒

深さ0.09mであった。

遺構の切り合い関係は、第264号土壊より古く、第

87号住居跡、第261号土壊より新しかった。

遺物は、 1号カマド内から須恵器の高台付椀 (12• 

14 • 20 • 21) ・羽釜（48)が出土した。 2号カマド内

から須恵器の高台付椀（11)が出土した。また1号カ

マドの周辺からは刀子 (57) ・砥石（53• 54) ・石製

の権 (55)が出士した。そのほかカマド前面からは、

土師器の杯（ 2) ・須恵器の杯 (9)• 高台付椀（22)

灰釉陶器の高台付椀（34)・土師器の小形台付甕(36) • 

甕（46) ・甑（49)が出土した。

1から8は、土師器の杯である。 1• 2 • 5は坑B

II、3は杯BN、4• 6 • 8は杯BVである。 7は、

杯Bか、壷である。 4• 7 • 8は口縁部、 6は底部が

欠損している。

9 • 10は、椀である。 9は須恵器 (HS)、10は須

恵器 (NS)である。 11から21、24から32は、高台付

椀である。 13• 30 • 31が須恵器（NS)、他は須恵器

(HS)である。 22は、須恵器 (HS)の高脚高台付

椀である。 23は、須恵器（HS)の高台付皿である。

10 • 22 • 26から29• 31は口縁部、 16は高台、 17は底部、

18は底部と高台、 19は口縁部・底部・高台、 24• 25は

口縁部と高台、 30• 32は口縁部と底部が欠損している。

33は、灰釉陶器の高台付輪花椀である。 34• 35は、

灰釉陶器の高台付椀である。 34は底部と高台、 35はロ

縁部が欠損している。

36から46は、土師器の甕の底部である。 47• 48は、
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第171図第87号住居跡
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第87号住居跡

1 黄褐色土 B軽石を微且含む砂質

2 褐色土 焼土、炭化物を多且に含む

3 暗褐色土焼土、炭化物を多li1:に含む

4 黒褐色土焼土、焼土粒子、炭化物を多且に含む

2m 5 黒褐色土 焼土、焼土粒子、炭化粒子を多呈に含む

6 黒褐色土焼土、焼土粒子を多盈に含み、炭化粒子を少

黛含む

町

9
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二
A 66.1 A' 

゜
1m 

羽釜である。 47は須恵器（HS)、48は須恵器（NS)

である。 49• 50は、須恵器 (NS)の甑である。 37• 

41から43は胴部下位以下、 44• 47 • 49は胴部中位以下、

45は胴部上位以下が欠損している。 38から40・46・48・

50は底部のみである。

51 • 52は、須恵器（S)の甕である。 51• 52は体部

破片である。

53 • 54は、砥石である。

55は、悼計りの権である。

56は、凝灰岩の切石である。

57から59は、鉄製品である。 57は刀子、 58• 59は棒

状鉄製品である。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第87号竪穴

式住居跡を中堀M期に位置付けたい。

第88号住居跡（第175図•第176図）

J • K-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

溝 ・土城など密集し、確認に手間取った。

-231 -



第172図 第87号住居跡出士遺物 （1)
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第173図 第87号住居跡出土遺物 （2)
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第174図 第87号住居跡出土遺物 (3)
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第 140表 第87号住居跡出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 能櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 B II H 123 3.9 6.0 B,E,K 不 良 やや暗い黄橙 40 
2 杯 B II H 11.4 3.7 5.4 B,E 普 通 暗 橙 80 
3 杯 B w H 11.4 3.7 4.7 B,D,K 良 好 橙 100 2号カマド
4 杯 B V H 5.1 B,E,H 普 通 淡黄橙 40 カマド
5 杯 B II H 11.9 3.9 3.7 B,E,H 普 通 暗茶褐 30 
6 杯 B V H 10.7 3.6 4.7 B, H 不 良 やや暗い黄土 30 
7 杯 B か壷 H 4.3 B.E, F,H 普 通 暗茶橙 40 2号カマド
8 坪 B V H 3.9 B.E,F 普 通 暗茶褐 20 2号カマド， 椀 HS 11.9 3.8 5.4 B, C,D, 良 好 R 

外 一灰褐。
70 内一黒褐

10 椀 NS 6.7 B, E, I 普 通 R 褐 灰 30 
11 高 台付椀 HS 12.1 4.6 5.4 A, B, C, D, E, G 良 好 R 灰褐色 70 2号カマド

12 高 台付椀 HS 13.0 4.5 5.7 B,E, G,K 良 好 R 外一淡黄橙。 70 1号カマド内ー暗灰褐

13 高台付椀 NS 12.7 4.8 6.1 B 良 好 R 灰 白 90 2号カマド
14 高 台付椀 HS 13.0 4.6 5.8 C.D,E 良 好 R 明赤褐 80 1号カマド
15 高 台付椀 HS 12.8 5.3 5.7 B,C,E,G 良 好 R 淡黄褐 40 
16 高台 付椀 HS 128 B,D,E 良 好 R 暗 褐 60 
17 高 台 付椀 HS 12.9 4.5 5.8 良 好 R 明 褐 20 
18 高台付椀 HS 13.7 B. E, I 良 好 R 灰 白 30 
19 高台付椀 HS B,E 普 通 R 灰 褐 20 

20 高 台付椀 HS 13.7 6.3 7.0 B. C, D, I, K 良 好 R 
外ー暗褐。

70 内一赤褐

21 高台 付椀 HS 14.3 5.9 7.1 AB, K 良 好 R 
底ー黒。 体一

70 赤褐
22 高脚高台付椀 HS 8.1 B.E 普 通 L 黄 灰 60 
23 高 台付 皿 HS 12.8 3.4 6.5 B, H, K 良 好 R 淡 橙 60 
24 高 台 付椀 HS B,C,E 良 好 R 明赤褐 100 底のみ
25 高 台 付椀 HS B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 10 
26 高 台付椀 HS 6.1 AB, C, E,I 良 好 R 明赤褐 100 底のみ
27 高 台 付椀 HS 5.7 B,C,D,E 良 好 R 明 褐 100 底のみ
28 高台 付椀 黒色 5.2 B, E 良 好 R 黒 褐 100 底部
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第141表 第87号住居跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

29 高台付椀 HS 7.7 A.B,C,E 

30 高 台付椀 NS 6.4 B,E 

31 高台付椀 NS 6.8 B, E, I 

32 嵩台付椀 HS 8.9 B, E, I 

33 高台付輪花椀 K 183 7.1 80 D 

34 高 台付椀 K 13.2 D 

35 高台付椀 K 60 B.D 

36 台付甕 H 127 166 8.0 B,D,E,G,K 

37 甕 A H 114 B.E 

38 台付甕底部 H 7.7 D, E,I 

39 台付甕底部 H 9.2 B,D,E 

40 台付甕底部 H 7.0 B,E,H 

41 甕 A I b H 20.9 B,D,E 

42 甕 A N C H 212 B,E,F,H 

43 甕 A N C H 19.0 B,D,E 

44 甕 A 皿 c H 17.9 E,F 

45 甕 A 皿 c H 20.4 E.F.H,K 

46 甕底部 H B,E,F 

47 甑 B II HS 21.1 3.3 B, C, D, I 

48 羽底部 NS 7.8 A, B, I 

49 甑 B I NS 37.8 7.5 B, C, D, G, I 

50 甑 NS 25.1 B,E 

51 甕 s B, I 

52 甕 s B, I 

住居跡の形状は、北東部のやや突き出した不整長方

形であった。規模は、長辺3.29m・短辺2.Slm・深さ

0.19mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

住居跡の北東隅には、長径1.55m・短径1.Om ・深

さO.llmの不整長方形の土壊を検出した。またカマド

の前面から南壁にかけて、長径1.55m・短径1.12m• 

深さ0.13mの土城を検出した。

カマドは、東壁のほぼ中央で検出した。袖は、地山

を掘り残して造られ、住居跡内にわずかに伸びていた。

焚き口部の前面から燃焼部にかけては、円形に浅く窪

みがみられた。焚き口部の前面に径0.35m・深さ0.22

m の円形の掘り込みを検出した。焼士・炭•砂利を多

量に出土した。

遺構の切り合い関係は、第87号住居跡より古かった。

1から 6は、高台付椀である。 4は須恵器（NS)、

他は須恵器 (HS)である。 1は底部、 2は高台、 3

は口縁部と底部、 4から 6は口縁部が欠損している。

6は、高台内面に黒色の付着物が確認できる。油煙の

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 明赤褐 100 底のみ

普 通 R 灰 白 10 

普 通 L 灰 白 20 

普 通 R 淡 黄 10 

良 好 淡灰白 40 

良 好 淡 灰 20 口縁のみ

良 好 淡 灰 10 

良 好
外ー暗赤褐。

50 
内一黒

良 好 暗 褐 20 

良 好 明 褐 40 

良 好 明赤褐 60 

普 通 暗茶褐 10 脚部のみ

良 好 明 褐 40 2号カマド

不 良 暗 橙 20 口縁部のみ

良 好 明 褐 40 

良 好 茶 褐 10 

良 好 暗茶褐 2号カマド

普 通 黄 土 10 底部のみ

良 好 暗 褐 20 

良 好 灰 白 40 1号カマド

良 好
外一灰。内一

20 
灰白

良 好 暗灰褐 20 

良 好 灰 5 

良 好 灰 白 5 

疇と考えられる。

7は、黒色士器の高台付椀である。

8から10は、灰釉陶器の高台付椀である。 9は底部

と高台、 10は口縁部と底部が欠損している。

11は、須恵器（HS)の甕である。 12から17は、羽

釜である。 14は須恵器 (NS)、他は須恵器 (HS)

である。 11は胴部上位以下、 12は胴部下位以下、 13• 

14 • 15は胴部中位以下が欠損している。 16• 17は、底

部のみである。

18 • 19は、鉄製品である。 18• 19は棒状鉄製品であ

る。 19は先端が尖る。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第88号竪穴

式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第89号住居跡（第177図）

J-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土壊・

小穴など激しく重複し、確認に手間取った。

住居跡の大半は、第91号住居跡に破壊され、不明な

点が多かった。残存していた北壁は、長さ2.55m・深
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第175図 第88号住居跡 ・出土遺物 （1)
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第88号住居跡

1 暗褐色土焼土を少:fil含み、炭化物を多臣に含む

2 暗灰掲色土 焼土を少且含み、白色粒子を多且に含む

粘性あり

3 暗灰褐色土 焼土を微屈含み、白色粒子を多足に含む

粘性あり

4 暗灰褐色土 焼土を微呈含み、炭化物を多屈に含む

粘性あり

5 賠灰褐色土 焼土を少呈含み、炭化物を微羹含む

粘性あり

6 暗灰褐色士 炭化物を微亜含む粘性あり（貼り床）

7 暗褐色土炭化物を少磁含む粘性あり

8 暗黄褐色土焼土を多凪に含む粘性あり

9 暗黄褐色士 白色粒子を少且含む粘性あり

10 赤褐色土焼土屈

11 陪黄褐色土炭を多且含み、砂利を少筵含む粘性あり

12 賠黄褐色土 焼土プロック、砂利を多呈に含む

13 暗褐色土砂利主体炭を多屈に含む

14 暗黄褐色土 砂利主体焼土を微羹含む

15 暗黄褐色土焼土を多且に含む粘性あり

16 暗黄褐色土礫を少且含む粘性あり
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第176図 第88号住居跡出土遺物 （2)
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第142表 第88号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 轍輯 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 HS 10.8 4.3 51 B, E, I 普 通 黄 灰 30 

2 高台 付 椀 HS 12.9 B, E, I 良 好 にぶい橙 95 

3 高台 付 椀 HS 6.0 B, E, I 普 通 にぶい黄橙 30 

4 高台付椀 NS B, E, I 普 通 灰 白 20 

5 高台 付 椀 HS 5.8 B, E, I 普 通 灰 黄 20 

6 高台付椀 HS 6.0 B, E, I 普 通 にぶい黄橙 10 

7 高台付椀 黒色 11.1 4.8 5.8 B. E. I 普 通
外一淡黄。

40 
内一黒褐

8 高台付椀 K 13.6 4.7 6.7 B,D 良 好 灰 白 40 ， 高 台付椀 K 11.4 D 良 好 灰 白 20 

10 高台付椀 K 5.1 D 良 好 灰 白 10 

11 ロクロ甕 HS 180 D, E, I 良 好 淡橙褐 15 

12 羽AI bロ HS 19.3 1.9 B,C,E 良 好
外ー暗褐。

70 
内一明褐

13 羽 B II b HS 24.1 3.4 B, C, I, K 良 好 明赤褐 20 カマド

14 甑 C NS 187 2.4 B. D,I 良 好 灰 褐 15 

15 土師羽釜 B HS 24.3 0.6 B, C,I, K 良 好 明赤褐 10 

16 羽釜底部 HS 5.4 B, C, E, G, I 良 好 明赤褐 50 カマド

17 羽釜底部 HS 60 B, C, I 良 好
外 ー暗褐。

25 
内一明褐

第177図 第89号住居跡 ・出土遺物
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さ0.39mであった。

遺構の切り合い関係は、第91号住居跡より古く、第

254号士壊より新しかった。

1は、須恵器 (HS)の羽釜である。 1は、底部の

みである。

以上、 出土遺物•遺構の重複関係等から第89号竪穴

式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

口
第90号住居跡（第178図）

J -9 • 10、K-9グリッドで確認した。周辺は、

疇跡・土城・小穴など激しく重複し、陶惚に手間取

゜
10cm 

った。
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住居跡 ・出士遺物第178図 第90号
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第90号住居跡

l 暗褐色土焼土を少屈含む

2 褐色士焼土を少旦含む

3 黒掲色土灰を多旦に含み、炭を少只含む

□ ~cm 

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長辺3.58

m・短辺3.00m・深さ0.35mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁の中央で検出した。焚き口部の左側

に補強材の川原石が使用されていたことから、当初か

ら袖は造られていなかったと判断した。燃焼部の掘り

込みは、みられなかった。

遺構の切り合い関係は、第91号住居跡より古かった。

遺物は、カマドの燃焼部内から土師器甕（1)が出

土した。

1は、土師器の甕である。 1は、 胴部下位以下が欠

損している。

第143表 第89号住居跡出士遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1器高 1 鍔 1底径 1 胎 土 焼成 l鞘轄 l色 調 l残存 l 出土位置その他
1 I羽釜 底部 IHS 5.4 I B, E, H 良好 浅黄橙 I25 

第144表 第90号住居跡出土遺物観察表

番1f;-|甕器 II種C I種：IJ I ]で 1器高 1 鍔 1底径 IB ：台 土 1良焼：子 1輌櫨 1 色橙調 1残7： I力：：位置その他
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第179図 第91号住居跡 ・出土遺物

°| 
°l ul 

鬱
＋ 直

e-• 
s-• 

A. 

1
1
 

且
↑

S

＋
 

05 

A' 

ul 

0
・9
9
 o
 

A66.0 A' B 66.0 B. 

0
・9
9
 B
 昌
0 1m 
| l 

0 50cm 
I I 

第91号住居跡

1 黄褐色土 B軽石を多屈に含み、砂礫を少羹含む粘性

あり

2 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子、砂礫、 B軽石少呈含む

3 暗褐色土 酸化鉄粒子、粘土粒子を多塁含む粘性あり

4 暗褐色土 焼土、炭化物を微盈含む

5 黒褐色土 焼土、炭化物を少最含む

6 黒褐色土 焼土、炭化物を微逗含み、黄褐色土プロック

を多呈に含む

7 黒褐色土 焼土を少呈含み、炭化物、炭を多昼に含む

8 暗褐色土焼土、炭化物を少呈含み、炭を多且に含む

9 暗褐色土 焼土、炭化物を多呈に含む
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2は、砥石である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第9げ｝竪穴

式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第91号住居跡 （第179図）

J-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡 ・土壊・

小穴など激しく重複し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、北壁が短く南壁の長い台形であっ

た。規模は、長辺3.55m・短辺2.92m深さ0.33mであ

った。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。袖を造ら

れなかったと解釈した。燃焼部は、整った方形で、火

疇 iに小さな凹凸がみられた。燃焼部内からは、支脚

の川原石が、 二個並んでいたことから、 二つ掛けカマ

ドと推定される。燃焼部から煙道部には、小さな段を

もって移行していた。煙道部は、長さ0.66mと細長く、

地山を掘り抜いて造られていた。煙り出し部は、緩や

かに傾斜したのち、垂直に立ち上がっていた。

遺構の切り合い関係は、第89• 90号住居跡より新し

かった。

遺物は、カマド内から須恵器坑 （4)が出土した。

1は、土師器の杯である。 1は、底部が欠損してい

第 145表 第91号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A w H 113 B,D,E 

2 椀 HS 11.4 E, I 

3 椀 HS 13.8 B,E 

4 椀 NS 108 4.5 51 B, E, H 

5 高台付椀 K 128 4.2 7.0 K 

6 高台付椀 白磁 14.4 

7 ロクロ甕 HS 13.8 B,E,H 

8 羽AI aロ NS 24.0 23 A, B, E, H ， 甕 底部 H 7.4 B,E 

10 羽 釜 底部 HS 6.3 A, B, E, H 

第 146表 第 92号住居跡出士遺物観察表

土

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1器高 1 鍔 1底径 I 胎 土

1 I高台付椀 IHS 7.2 I B, E, I 

る。

2から 4は、椀である。 4は須恵器（NS)、他は

須恵器 (HS)である。 2• 3は、底部が欠損してい

る。

5は、灰釉陶器の高台付椀である。 5は、底部が欠

損している。

6は、中国淀窯）産の白磁の高台付椀である。 6

は、底部と高台が欠損している。

7は、須恵器 (HS)の甕である。 9は、土師器の

甕である。 8• 10は、羽釜である。 8は須恵器（NS)、

10は須恵器 (HS)である。 7は胴部中位以下、 8は

胴部上位以下が欠損している。 9• 10は、底部のみで

ある。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第91号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第92号住居跡 （第180図）

J -9•10グリッドで確認した。周辺は、住居跡·

土壊・小穴など密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.47m・短辺2.85m・深さ0.18mであった。住居跡の

中央やや西寄りには、長径0.55m・短径0.38m・深さ

0.12mの小穴一基を検出した。

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

不 良 淡 黄橙 20 

良 好 橙 10 

普 通 橙 10 

良 好 灰 白 100 カマド

良 好 淡灰白 30 

良 好 白 10 

良 好
外一浅黄橙。

20 
内一黒

良 好 灰 白 15 

良 好 橙 100 

良 好
外一浅黄橙。

40 
内一灰白

焼成 I輛轄 I色 調 I残存 I 出士位置その他
普 通 灰 黄 I20 
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第180図 第92号住居跡・出士遺物
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第92号住居跡

1 暗褐色土焼土粒子、炭化物、砂利少益含む粘性あり 5 暗赤褐色土地山が被熱によ り赤色化

2 褐色土焼土粒子、炭化物、 B軽石少紐含む粘性あり 6 褐色土 黄褐色粘土を多且含み、砂利を少撤含む 一部

3 黄褐色土焼士プロック主体粘性あり （天井部崩落土） 被熱により赤色化粘性あり

4 黄褐色土焼土プロック主体 （火床面） 7 黄褐色土 焼土粒子、炭化物を少凪含む粘性あり
0 5cm 
l l 

0 2cm 
9 9 

主軸方位は、 N-100°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。焚き口部

の右側に補強材の川原石を使用していたことから袖は

造られなかったと判断した。なお、焚き口部の左側か

らも補強材の抜取り痕跡を検出した。

燃焼部内には、径O.llmの浅い窪みがみられた。支

脚の抜き取り痕跡とも考えられたが、焚き口に寄り過

ぎていたために断定はできない。燃焼部内の掘り込み

は、みられなかった。

遺構の切り合い関係は、第265号土壊より古かった。

遺物は、住居跡南側から須恵器の高台付椀（1)、

釘 (2)が出土した。

1は、須恵器 (HS)の高台付椀である。 1は、ロ

縁部が欠損している。

2は鉄製の釘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第92号竪穴

式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

第93号住居跡（第181図）

J • K-10グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

上壊・小穴など激しく重複し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、不整長方形であった。規模は、長

辺2.78m・短辺l.64m・深さ0.33mと小形の住居跡で

あった。

主軸方位は、 N-80°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。袖は造られ

なかったと判断した。燃焼部は、整った長方形で、底

面の掘り込みはみられなかった。煙道部へ段をもって

移行していた。煙道部は、地山を掘り抜いて造られ、

長さ0.73mと細長かった。煙り出し部は、急な傾斜で

立ち上がっていた。

遺構の切り合い関係は、第94号住居跡より古かった。

遺物は、カマド内から羽釜（1• 2 • 3)が出土し

た。

1から 3は、羽釜である。 1は須恵器 (NS)、他
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第181図 第93号住居跡・出土遺物
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第93号住居跡

1 黄褐色土焼土、炭化物、白色粒子を少呈含む

2 黄褐色土焼土プロックを少位含む粘性あり

3 黄灰褐色土 炭化粒子、灰を多盈に含む砂竹

4 赤褐色土地山が被熱により赤色化 （燃焼部）

5 灰黄褐色土焼土粒子、炭化粒子を少呈含む

6 暗灰黄色士焼土粒子を少呈含む

゜
10cm 

は、須恵器 (HS)である。

下が欠損している。

1から3は、 胴部下位以 以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第93号竪穴

式住居跡を中堀W期に位置付けたい。

第147表 第93号住居跡出土遺物観察表

番号

1 

2 

3 

器種

羽AII aロ

羽AI aイ

羽 B II b 

種別

NS 

HS 

HS 

口径

20.1 

18.9 

17.7 

器高 鍔

2.8 

2.5 

1.8 

底径 胎

B,E,H 

B,E,H,K 

B,C,H,K 

土 焼
一
良

良

成

可

好

輛轄 色調

灰白

外一浅黄橙。

内一黒

灰 白

残存

15 

40 

80 

出土位置その他

カマド

カマド

カマド
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第182図 第94号住居跡・出士遺物
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第94号住居跡

1 暗褐色土焼土プロックを多量に含み、焼土 4 黄褐色土 焼土プロック、炭化粒子を少虹含

粒子、炭化粒子を少凪含む粘性あり み、 B軽石を微呈含む粘性あり

2 褐色土粘性あり 5 黒色土炭化物雁

3 黒褐色土焼土プロック、砂礫、炭化粒子を 6 黄褐色土 焼土プロック、炭化粒子を多li!:Iこ

多旦に含み、 B軽石を少屈含む粘性あり 含み、 B軽石を微且含む粘性あり

住居跡の形状は、不整長方形であった。

規模は、長辺3.85 rn・短辺2.60m ・深さ0.25

rnであった。

主軸方位は、 N-85°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。

燃焼部が北に大きく歪み、袖や構築材など

は検出できなかった。

遺構の切り合い関係は、第93号住居跡よ

り新しかった。

1は、須恵器（HS)の高台付椀である。

1は、口縁部が欠損している。

2は、灰釉陶器の高台付皿である。 2は、

口縁部が欠損している。

3は、土錘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から

第94号竪穴式住居跡を中堀lX期に位置付け

たし ‘o

ミコ三

ー＝竺全—―

5cm 

｀ 

第95号住居跡（第183図）

J -10グリッドで確認した。周辺は、住

居跡や土壊が密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、南西隅がやや突き出し

た不魯長方形であった。規模は、長辺2.25m• 

短辺l.80m・深さ0.20mと小形の住居跡であ
0 2cm 
l l 

った。

第94号住居跡（第182図）

J • K-10グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

土猥・小穴などの遺構が密集し、確認に手問取った。

主軸方位は、 N-70°-Eであった。

カマドは、東壁のほぼ中央で検出した。袖は、当初

から造られなかったと判断した。焚き口部の前面から

燃焼部に、楕円形の浅い掘り込みを検出した。

第148表第 94号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 /'並四可 底径 胎 土 焼成 観櫨 色 調 残存 I 出土位置その他

1 高台付椀 HS 5.7 B, C, I 良 好 にぶい橙 20 

2 高台付皿 K 5.9 B 良 好 乳灰粒子 30 

第149表第 94号住居跡出士土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ (g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

3 浅 黄 100 6.7 2.2 0.5 24.6 C 1 I a 158 
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第183図 第95号住居跡・出土遺物
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遺構の切り合い関係は、第288号土城より古かった。

遺物は、カマドの右脇から須恵器の杯（1• 2) • 

高台付椀 (6・ 7) ・羽釜（11)が出土し、 住居跡の

中央から須恵器の高台付椀（4)が出土した。

1 ・ 2は、須恵器（HS)の椀である。

A 

町総疇 第95号住居跡
1 暗黄褐色土焼土を少羹含む粘性あり

2 暗黄褐色土焼土、炭を少盤含む粘性

あり

3 暗黄褐色土 焼土プロック、炭を少蘊含

む粘性あり

4 暗黄褐色土焼土を微塁含む粘性あり

暗黄褐

性あり

6 暗黄褐色土炭を微呈含む粘性あり

；1ー冒 ； ：：：ぃ土焼；；：：ク主体

0 50cm 
l l 

9 暗赤褐色土焼土主体暗黄褐色土少黛

含む粘性あり

10 暗黄褐色土炭を少呈含む

II 黒褐色土炭化物主体

5cm 

3から8は、須恵器 (HS)の高台付椀である。 3

は底部、 7は高台、8は口縁部が欠損している。 7は、

内面口縁部から体部にかけて黒色の付着物が確認でき

る。 油煙の痕跡と考えられる。

9は、灰釉陶器の高台付輪花椀である。 9は、底部
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第150表第95号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 椀 HS 10.8 3.9 5.0 B,E,G 

2 椀 HS 11.0 4.4 4.9 B,C,E,G 

3 高台付椀 HS 11.6 4.7 5.5 B, C, E, G, I 

4 高台付椀 HS 10.9 4.5 5.6 B,C,E,G 

5 高台付椀 HS 11.5 4.5 6.4 B,E 

6 高台 付椀 HS 11.9 5.3 5.6 B,C,E,G 

7 高台 付椀 HS 14.3 B,C,G 

8 高台付椀 HS 5.5 B,E,G 

， 高台付輪花椀 K 17.7 5.6 8.4 

10 羽 B II a HS 24.0 28 B,E,H 

1 l 羽 B II a HS 198 2.7 B,E,H 

12 羽 釜 HS B,E,H 

が欠損している。

10から12は、須恵器 (HS)の羽釜である。 10は胴

部下位以下、 11は胴部中位以下が欠損している。 12は

底部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第95号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第96号住居跡（第185図）

J -10グリッドで確認した。周辺は、住居跡や土壊

の重複が激しく、確認に手問取った。

住居跡の大半が第98号住居跡で破壊されていたが、

形状は長方形であると判断できた。北壁は、長さ2.36

m・深さ0.08mであった。

推定される主軸方位は、 N-75°-Eであった。

遺構の切り合い関係は、第98号住居跡・第287号士

壊より古く、第97号住居跡・第290号土壊より新しか

った。

図示できる遺物は、出土しなかった。

第151表第97号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 B H 11.7 3.6 5.5 B,E 

2 椀 HS 13.7 55 66 B,C,E 

3 甕 A III C H 22.8 B,E 

4 甕底部 s 16.0 B,G 

± 

焼成 漉輯 色 調 残存 出土位置その他

良 好 灰黄喝 100 

良 好 にぶい黄橙 100 

良 好 にぶい黄橙 95 

良 好 淡 黄 60 

良 好 褐 灰 90 

普 通
黄灰・赤

90 
（内面一部）

良 好
外一灰白。

90 
内一褐灰

良 好
内一淡黄。

20 
外ー黒褐

良 好 灰 白 40 

良 好
外一浅黄。

15 
内一橙

良 好 灰 白 15 

良 好 浅 黄 90 

以上、遺構の重複関係から第96号竪穴式住居跡を中

疇期に位置付けたい。

第97号住居跡（第184図）

J-10グリッドで確認した。周辺は、住居跡や土壊

と激しく重複し、確認に手間取った。

住居跡の北半分を第96号住居跡で破壊されるため、

形状など不明な点が多かった。残存する南壁は、長さ

2. 73m・深さ0.20であった。西壁に幅20cmの壁溝を検

出した。

主軸方位は、 N-87-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は、当

初から造られなかったと判断した。焚き口部の両側に

補強材の川原石が使用されていたからである。燃焼部

の掘り込みはみられず、煙道部へ向かい緩やかに傾斜

していた。

遺構の切り合い関係は、第96号住居跡よりも古かっ

た。

焼成 観轄 色 調 残存 出土位置その他

明 橙 90 砂

良 好 灰 25 

良 好 暗赤褐 10 

良 好 灰 10 
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第184図 第97号住居跡・出士遺物
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町 於翠淡翠謬 第97号住居跡
1 暗褐色土焼土、炭化物を微

量に含む

2 黒褐色土焼土、炭化物を少

呈含む粘性あり

3 暗褐色土焼土、焼土プロッ

クを多盈に含み、炭化物を少

:Iii含む

三
4 黒褐色土焼土を少呈含み、

函 炭化物、灰を多呈に含む
c 

5 暗赤褐色土焼土層

6 褐色土焼土、炭化物を少盈

含む
A9  

口 □ cm

A65.9 

｀ 二＝＝三m

ニ3

□ 
口 二、0

三

10cm 

1は、土師器の杯Bである。 2は、須恵器（HS)

の椀である。 2は、底部が欠損している。

3は、土師器の甕である。 4は、須恵器（S)の甕

である。 3は、胴部上位以下が欠損している。 4は底

部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第97号竪穴

式住居跡を中堀w期に位置付けたい。

第98号住居跡 （第185図）

J -10グリッドで確認した。周辺は、住居跡や土壊

と激しく重複し、確認に手間取った。

住居の形状は、長方形であった。 規模は、長辺3.60

m・短辺2.61m・深さ0.32mであった。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

カマドは、東壁の中央で検出した。袖は、当初から

造られなかったと判断した。燃焼部は、整った方形で、

底面の掘り込みはみられなかった。

貯蔵穴は、カマドの右脇で検出した。形状は、不整

方形であった。規模は、長径0.55m・短径0.48m・深

さ0.03mと非常に浅いかった。

第152表 第98号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 10.1 3.4 4.6 A. B, C, E, H 良 好 淡 橙 70 カマド

2 高台付椀 HS 11.0 4.4 5.5 A, B, E, H 良 好 浅黄橙 80 

3 高 台付椀 HS 11.7 50 5.9 B,C,E,H 良 好 橙 50 

4 高台 付椀 HS 12.0 4.9 6.1 B,C,H,K 良 好 橙 25 

5 高台 付椀 HS 13.0 66 6.6 B,E,H 良 好 灰 白 70 カマド

6 高脚高台付椀 HS 12.6 66 7.3 B, E.G. H. K 良 好 淡 橙 25 

7 甕 A 皿 c H 20.3 B,H 良 好
外ー褐。内一

15 カマド
橙。

8 羽 釜 HS B,E,H 良 好 浅黄橙 40 
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第185図 第96• 98号住居跡・出土遺物
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3 黒褐色土焼土粒子、炭化粒子を微量含む 7 黒褐色土 焼土粒子、焼土プロックを多豆に含

4 黒褐色土焼土粒子、焼土プロックを多且に含 む

み、炭化物を少lit含む 8 黒褐色土 焼土、炭化物を微呈含む

こ □
□ 冒

遺構の切り合い関係は、第96号住居跡よりも新しか

った。

遺物は、カマド内から須恵器の坑（1) ・羽釜（8)

が出土し、貯蔵穴内から須恵器の高台付椀（4)が出

土した。

1は、須恵器 (HS)の椀である。

2から5は、須恵器 (HS)の高台付椀である。 6

は、須恵器（HS)の高脚高台付椀である。

7は、土師器の甕である。 7は、胴部上位以下が欠

損している。

7
 ，
 

―
-

l

-

I I 

0 5cm O 2cm 
1,  l 『 9

8は、羽釜である。 8は、胴体部のみである。

9は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第98号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第99号住居跡 （第186図）

J •K- 10 · 11 グリッドで確認した。五軒の住居跡

が重複し、確認に困難を極めた。

疇跡の大半が、重複する住居跡で破壊され不明な

点が多かった。住居跡の形状は、方形と推定した。残
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第186図 第99号住居跡 ・出土遺物
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推定される主軸方位は、 N-162°-Eであっ

た。

カマドは、東壁に造られていたと推定される

が、重複により破壊されていた。

遺構の切り合い関係は、第100• 101 • 102 • 

103号住居跡•第28預｝土壌より古かった。

1は、須恵器（HS)の椀である。 2• 3は、

須恵器 (HS)の高台付椀である。 1は、口縁

部に黒色の付着物が確認できる。煤の痕跡と考

えられる。

4は、黒色士器の高台付椀である。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第99

号竪穴式住居跡を中堀仄期に位置付けたい。

A 66.2 A' 

゜
2m 

言 口

口 〇 10cm 

存の規模は、南壁長さ3.95m・東壁長さ3.85m・深さ

0.70mであった。

第100号住居跡 （第187図）

K-10・11グリッドで確認した。五軒の住居

跡が重複し、確認に困難を極めた。

住居跡の形状はオ繁長方形であった。規模は、

長辺3.76m・短辺2.74m・深さ0.38mであった。

堪壁・西壁および南壁の一部に、約0.38mの壁

溝を検出した。また住居跡の中央北壁寄りに、

径0.22m・深さO.lmの小穴一基を検出した。

主軸方位は、 N-72°-Eであった。

カマドは、東壁の中央で検出した。袖は、当

初から造られなかったと判断した。焚き口部か

ら燃焼部にかけて、不整円形の掘り込みがみら

れた。燃焼部は、煙道部に向かって緩やかに傾

斜し、段をもって煙道部へ移行していた。煙道

部は、長さ1.17mと非常に細長かった。煙道部

と燃焼部の境からはカマド構築材の）1|原石が出士し

た。煙り出し部は、小穴状に煙道部底面を6c畔屈り込

第153表 第99号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 105 44 5.5 B,E,H 良 好 90 

2 高台付椀 HS 10.5 4.8 5.5 B,C,E 良 好 浅黄橙 100 

3 高台 付椀 HS 118 5.4 5.4 B,C,E,G 良 好 にぶい褐 95 

4 高台付椀 黒色 13.6 5.6 7.2 B,E 良 好 浅黄橙 70 
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第187図 第100号住居跡 ・出土遺物
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第100号住居跡

1 黒褐色土 B軽石を多凪に含む

2 暗こげ茶色土焼土、炭化粒子を多足に含む粘性あり

3 淡茶色土炭化物プロックを含む粘性あり

4 淡灰色土焼土、炭化物を微且含む粘性あり（貼り床）

5 暗黄褐色土焼士を少旦含む粘性あり

6 暗黄褐色土焼土をプロック状に多呈に含む粘性あり

（天井部崩落土）

0 ::iucm 
I I 

7 赤褐色土 炭を多盈に含む（火床而）

8 暗黄褐色士焼土を多屋に含む粘性あり

9 暗黄褐色土粘性あり（袖部構築土）

10 暗黄褐色土焼土を微且含む粘性あり

11 暗黄褐色土粘性あり

12 暗黄褐色土小石を少呈含む粘性あり（袖部構築土）
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第154表 第100号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A IV H 116 35 6.8 B,E 

2 坪 A IV H 117 35 9.0 B,D 

3 坪（暗文 ） H 12.2 3.9 8.7 A, B, E 

4 鉢 H 199 12.0 B,C,D,E 

5 甕 B 皿 a H 223 B,E 

6 甕 A III a H 208 B. E 

7 須恵甕 s 23.1 B,F,K 

んでいた。また、カマド前面からは、構築材の川原石

がまとまって出土した。

遺構の切り合い関係は、第101• 102 • 103号住居跡

より古く、第99号住居跡より新しかった。

遺物は、カマド内から土師器の甕（5• 6)が出土

した。

1 • 2は、土師器の杯ANである。 3は、土師器の

暗文士器である。 4は、土師器の鉢である。 4は、底

部が欠損している。

5 • 6は、土師器の甕である。 5• 6は、 胴部中位

以下が欠損している。

7は、須恵器（S)の甕である。 7は、口縁部のみ

である。

8は、鉄製品の刀子茎部である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第100号竪

穴式住居跡を中堀III期に位置付けたい。

第101号住居跡 （第188図）

J-10グリッドで確認した。五軒の住居跡が重複し、

確認に困難を極めた。住居跡の大半を第102号住居跡

が破壊し、不明な点が多かった。わずかに残った東壁

の深さは、 0.09mであった。

第155表 第102号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 HS 122 35 5.3 B 

2 高 台付椀 NS 117 4.5 5.3 B,E 

3 高脚高台付椀 NS 132 5.9 6.7 B, E, I 

4 羽 B I HS 260 27 B, E, I 

5 羽AII bロ HS 21.4 2.5 B,E,H 

6 羽 B II a HS 21.0 2.5 B, E, I 

土

土

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 黄 褐 100 カマド

良 好 暗 褐 80 

良 好 暗 橙 80 カマド

普 通 淡黄褐 20 フク土

良 好 橙 40 

良 好 浅黄橙 15 カマド

良 好 青 灰 20 カマド

遺構の切り合い関係は、第102• 103号住居跡より古

く、第99• 100号住居跡より新しかった。

図示できるほどの遺物は、出土しなかった。

以上、遺構の重複関係から第101号竪穴式住居跡を

中堀VII期に位置付けたい。

第102号住居跡 （第188図）

J -10、K-10• 11グリッドで確認した。五軒の住

居跡が重複し、確認に困難を極めた。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.75m ・短辺3.0lm・深さ0.19mであった。

主軸方位は、 N-93°-Eであった。

カマドは、東壁の中央で検出した。袖は、当初から

造られなかったと判断した。焚き口部から燃焼部にか

けては、浅い掘り込みがみられた。燃焼部内からは、

構築材の川原石が出土した。燃焼部から煙道部へは、

極＜緩い段をもって移行していた。煙道部は、地山を

掘り抜いて造られ、煙り出し部に向かって緩やかに傾

斜していた。

遺構の切り合い関係は、第103号住居跡より古く、

第99• 100 • 101号住居跡•第289号土壊より新しかっ

た。

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 褐 灰 50 

普 通 灰 黄 95 カマド

普 通 黄 橙 80 

良 好 にぶい黄橙 15 

良 好 浅黄橙 20 

良 好 橙 20 
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第188図 第101• 102号住居跡・出士遺物
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第1a 2号住居跡
1 黒褐色土焼土、炭を少盤含み、白色粒子を微旦含む粘性あり

2 黒褐色土 焼土、炭化物を少羹含む

3 暗褐色土焼土、焼土プロック、炭化物を微呈含む

4 暗褐色土 焼土を少且含み、炭化物を微且含む

口

- -,6゜

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀（2)が出

土し、住居跡の北東隅から羽釜（4)が出土した。

1は、須恵器 (HS)の椀である。 2は、須恵器 (N

S)の高台付椀である。 3は、須恵器（NS)の高脚

高台付椀である。 1は、底部が欠損している。

<
10cm 邑〉` ゜

2cm 
l l 

4から 6は、須恵器 (HS)の羽釜である。 4・ 5 

は胴部中位以下、 6は胴部上位以下が欠損している。

7 • 8は、土錘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第102号竪

穴式住居跡を中堀VII期に位置付けたい。
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第103号住居跡 （第189図）

K-10グリッドで確認した。五軒の住居跡が重複し、

確認に困難を極めた。

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長辺2.45

m・短辺2.37m・深さ0.23mであった。

主軸方位は、N-98°-Eであった。

カマドは、東壁の中央で検出した。袖は、当初から

造られなかったと判断した。燃焼部の掘り込みはみら

れなかった。

遺構の切り合い関係は、第99• 100 • 101・102号住居

跡より新しかった。

遺物は、カマド燃焼部の右壁から、羽釜の破片 (4)

第189図 第103号住居跡・出土遺物
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が貼り付いて出土した。また住居中跡央やや南寄りか

ら、須恵器の杯（］） ・高台付椀（2• 3)がまとま

って出土した。

1は、須恵器（NS)の椀である。 2は、須恵器 (N

S)の高台付椀、 3は、須恵器 (HS)の高台付椀で

ある。 1は底部、 3は口縁部が欠損している。

4 ・ 5は、羽釜である。 4は須恵器 (HS)、5は

須恵器 (NS)である。 4は胴部中位以下、 5は胴部

上位以下が欠損している。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第103号竪

穴式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第103号住居跡

l 蕪褐色土焼土を少且含み、炭化物、白色粒 少呈含む粘性あり

子を微磁含む粘性あり 4 黒褐色土 焼土、焼土プロック、炭化物多揖
2 蕪褐色土 焼土を多塁に含み、炭化物を少fil 含む（灰層）

含む粘性あり 5 褐色土焼土、炭化物を少量含む
3 暗褐色土焼土を微呈含み、灰黄褐色粘土を 6 赤色土焼土屈

▽ □ 
こ

副 g
9
8
 

ー ニー＼

二 0 50cm 
l l ゜

10cm 
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第 156表 第 102号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

7 浅 黄 橙 50 1.3 0.3 4.1 

8 橙 90 LO 0.2 23 

第157表 第 103号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 椀 NS 11.6 4.0 60 B, E, I 

2 高台付椀 NS 122 4.8 56 C,E 

3 高台付椀 HS 6.0 B, I 

4 羽 B Il a HS 20.8 2.5 B,E,H 

5 羽AI aロ NS 20.1 2.6 B,E,H 

第104号住居跡 （第190図 • 第19 1 図 ）

K-10グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土壊・

溝などが密集していた。

住居の形状は、長方形であった。規模は、長辺2.70

第158表 第 104号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 椀 HS llO 4.1 4.7 B,E,H,K 

2 椀 HS 11.3 4.5 5.1 B, E, G,I 

3 高台付椀 NS 11.3 4.6 5.7 B,E 

4 高台付椀 HS llO 51 5.9 B,D,E 

5 高台付椀 HS 11.1 53 5.0 B,E,H 

6 高台付椀 HS 122 4.8 5.5 B, E, I 

7 裔 台付椀 HS 11.7 5.2 5.4 B,C,E,H 

8 高台付椀 HS 6.2 B,E,H 

9 高台付椀 NS 132 B,E,H 

10 高 台付椀 NS 14.4 B,E 

11 高台付椀 NS 137 B,E 

12 高 台付椀 NS 131 B,D,E 

13 高台付椀 HS 5.9 B,E 

14 高脚高台付椀 HS 150 62 7.9 B, E, G,I 

15 高台付大椀 HS 14.4 62 6.7 B, E, H, K 

16 高台付大椀 HS 14.7 6.6 7.3 B,E,H,K 

17 大 椀 HS 16.1 6.3 7.2 B,D,E 

18 高台付皿 K 115 2.4 5.9 B,D 

19 高台付椀 K 7.4 D 

20 高脚高台付椀 HS 8.7 B,E 

21 羽AI aロ HS 20.2 2.9 B,C,E,H 

22 羽AII bロ HS 200 26 B,E,H 

23 羽Albイ NS 210 29 D,E,F,H 

24 羽AII aロ NS 22.3 2.6 B,E,H 

25 羽AI bロ HS 20.0 2.8 B,E,H 

26 羽底部 HS 6.1 B,E,H 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 2 402 

C 2 II a 403 

焼成 帷輔 色 調 残存 出土位置その他

普 通 褐 灰 60 

普 通 灰 白 70 

良 好 にぶい黄橙 40 

良 好 明灰褐 20 カマド

良 好 灰 白 20 

m・短辺2.35m・深さ0.35mであった。

主軸方位は、 N-88°-Eであった。

カマドは、東墜のやや北寄りに検出した。袖は、当

初から造られなかったと判断した。焚き口部の右側に

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 淡赤褐 100 

普 通 R 灰 白 90 

良 好 R 灰 白 70 

良 好 R 
明赤褐。体

100 
部下半ー黒

良 好 R 淡黄褐 100 

良 好 R 灰 黄 75 

良 好 R 淡黄褐 100 

良 好 L 淡 橙 100 カマド

良 好 R 明 褐 100 

良 好 R 灰 黄 35 

普 通 R 灰 白 90 

良 好 R 灰 白 100 

普 通 R 灰 白 10 

普 通 R 淡 黄 100 

良 好 R 
外一淡黄褐。

80 
内一灰白

良 好 R 明 褐 80 ヘラ書き 「X」

良 好 R 
外一淡橙。

80 
内一明褐

良 好 明 灰 80 

良 好 淡 灰 20 

普 通 R 橙 30 カマド

外面胴中位
•上ー内面

良 好 ー黒。 80 カマド
胴中位以下
ー暗褐

良 好 淡 橙 20 カマド

良 好 灰 25 カマド

良 好 黒 20 カマド

良 好 明 褐 20 

良 好
外一褐。内

100 底部
一灰白
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第190図 第104号住居跡 ・出土遺物 (1)
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1 黒褐色土 焼土、炭化粒子を少旦含む

2 暗褐色土焼土を多量に含み、炭化粒子を少羹含む

3 暗褐色土焼土、炭化粒子を多量に含む

4 暗褐色土焼土粒子を少量含み、 B軽石を多且に含む
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第191図 第104号住居跡出土遺物 (2)

22 

：
 

□ 5 

゜ I I 27 =====' 

は、補強材の川原石を使用していた。焚き口部の前面

から燃焼部にかけて、極めて浅い楕円形の窪みを検出

した。燃焼部と煙道部の境に段はなかった。煙道部は、

緩やかに傾斜し、煙り出し部で垂直に立ち上がってい

た。煙道部からは、補強材の使用された羽釜（21)が

出土した。

遺構の切り合い関係は、第292• 293号土壊より新し

かった。

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀（20) ・羽

釜（22・23・24)が出土した。また住居跡の南東から

須恵器の高台付椀 (9• 16)が、住居跡の北西から須

恵器の杯（1) ・高台付椀（4• 5 • 7 • 12 • 14)、

灰釉陶器の皿（18)がまとまって出土した。

1 • 2は、須恵器 (HS)の椀である。 3から16は、

高台付椀である。 3• 9から12は、須恵器 (NS)で

ある。他は、須恵器 (HS)である。 17は、須恵器 (H

s)の椀である。 8• 13は口縁部、 10• 11 • 12は高台

が足員している。 2は外面口縁部と底部・内面口縁部、

6 ・ 7は内面体部、 11は外面口縁部から体部にかけて、

15は内面口縁部から体部にかけて、 17は外面底部に黒

色の付着物が確認できる。 2• 6 • 7 • 11 • 17は、油

煙の痕跡と考えられる。 15は、煤の痕跡と考えられる。

18は、灰釉陶器の高台付皿である。 19は、高台付椀

である。 20は、須恵器 (HS)の高脚高台付椀である。

19は口縁部と底部、 20は口縁部が欠損している。

21から26は、羽釜である。 23• 24は、須恵器（NS)

である。他は、須恵器 (HS)である。 21は底部、 22• 

24は胴部中位以下、 23は胴部下位以下、 25は胴部上位
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以下が欠損している。 26は、底部のみである。

27から29は、鉄製品である。 27は鉄鏃、 28• 29は延

板状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第104号竪

穴式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第105号住居跡 （第192図）

K-9 • 10グリッドで確認した。三軒の住居跡が重

複し、確認に手間取った。

住居跡の北半分は第108号住居跡が破壊したため、

形状は不明であった。残存する南壁は、長さ3.45m• 

深さ0.30mであった。

主軸方位は、 N-88°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。袖は、当初

から造られなかったと判断した。焚き口部の前面には、

楕円形の極く浅い掘り込みがあった。燃焼部は、奥壁

側がやや低くなっていた。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東隅で検出した。形状は

不整長方形であった。規模は、長径O.78m・短径0.62

m・深さ0.13mであった。

遺構の切り合い関係は、第108号住居跡より古かっ

た。

1は、須恵器 (NS)である。

2から4は、土師器の甕である。 2は胴部下位以下、

3は胴部中位以下が欠損している。 4は、底部のみで

ある。

第192図 第105号住居跡・出土遺物
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第105号住居跡

1 暗灰褐色土 焼土を少旦含み、白色粒子を多旦に含む

粘性あり

2 暗灰褐色士 焼士、炭化物を多羹に含む粘性あり

3 暗褐色土炭化物主体焼土を微量含む粘性あり

4 暗褐色土焼土を多盪に含む粘性あり

5 暗褐色土 白色粒子を多豆に含む粘性あり

6 暗褐色土 焼土を微呈含み、炭を少嚢含む

7 暗灰褐色土焼土、炭化物を微呈含む

8 暗灰褐色土焼土、炭化物を微盈含む

9 暗灰褐色土炭化物を微量含む

~, 
＼ 
゜

10cm 
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第159表第105号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 耳 皿 NS 50 D,F,K 

2 甕 A II a H 19.6 B,E 

3 甕 A m c H 20.0 B.E.H 

4 甕底部 H 5.0 B,E 

第160表第 106号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台付椀 NS 12.2 B,E,G 

2 高台付椀 HS 12.7 B,E 

3 ロクロ甕 HS 13.9 B,E,H 

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第105号竪

穴式住居跡を中堀w期に位置付けたい。

第106号住居跡（第193図•第194図）

K-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土壊・

溝など密集し、重複も激しく確認に手間取った。

住居跡の大半は第109号住居跡で破壊されていたた

め、不明な点が多かった。残存する北壁は、長さ2.12 

m・深さ0.41mであった。

推定される主軸方位は、 N-91°-Eであった。

遺構の切り合い関係は、第109号住居跡より古かっ

た。

1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2は、須

恵器 (HS)の高台付椀である。 1 • 2は、底部と高

台が欠損している。

3は、須恵器 (HS)の甕である。 3は、胴部上位

以下が欠損している。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第106号竪

穴式住居跡を中堀仄期に位置付けたい。

第107号住居跡（第195図）

K-10グリッドで確認した。周辺は、住居跡・士壊

など密集し、確認に手問取った。

土

土

焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

不 良 暗 灰 90 貯穴

良 好 暗赤褐 25 カマド

良 好 淡 橙 20 カマド

良 好 赤 褐 20 底部ー100。貯穴

焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 灰 黄 25 

普 通
内一浅黄。

20 
外一灰

良 好
外一褐灰。

15 
内一黒

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.41 m ・短辺2.53m・深さ0.26mであった。住居跡の

北西隅から径0.6m・深さO.21 mの円形の土城を検出

した。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は、地

山を掘り残して造られ、短く住居跡内に伸びていた。

燃焼部の掘り込みはみられなかった。

遺構の切り合い関係は、第290局土城より古く、第

108号住居跡より新しかった。

遺物は、カマド右脇から須恵器の高台付椀 (3• 5) 

が重なって出土した。

1 • 2は、須恵器（HS)の椀である。 3から 8は、

高台付椀である。 3• 8が須恵器 (NS)、他は須恵

器 (HS)である。 1は底部、 2• 7は口縁部、 6は

高台、 8は口縁部と高台が欠損している。

9は、士師器の甕である。 10から12は、須恵器（H

s)の羽釜である。 9から12は、胴部上位以下が欠損

している。

13から16は、鉄製品である。 13は鎌、 14• 15は刀子、

16は釘である。いずれも破片である。

以上、出上遺物・遺構の重複関係等から第107号竪

穴式住居跡を中堀VIl1期に位置付けたい。
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第193図 第106• 109号住居跡・出土遺物（ 1)
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第 106 • 109号住居跡

1 暗褐色士 焼土を多呈に含み、炭化粒子を少且含む

2 黒褐色土焼土粒子、炭化粒子を少嚢含む

3 黒褐色土焼土粒子を多呈に含み、炭化粒子を少fil含む

4 暗褐色土炭化粒子を微嚢含む

5 黒褐色土焼土、焼土プロック、炭化粒子を多呈に含む

6 暗褐色土 焼土を少量含み、炭化粒子を微羹含む

7 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を微呈含む

8 黒褐色土 焼土粒子、焼土プロックを多量に含み、炭化

粒子を微屋含む

二 □□ こ □
ロロこ6

3 

二 冒
□ こ

—il・'i,,.ロ
二こ
口言 0 5cm 

1 8 , I 
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第194図 第106• 109号住居跡出土遺物 (2)

叉言万口：21

＼ 

第161表 第107号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 HS 11.3 B,E,H 

2 椀 HS 5.3 B, H, I 

土

3 高台付椀 NS 13.8 5.6 5.3 B,C,E,H,K 

4 高台付椀 HS 122 5.2 53 A. B. C, E. H 

5 高台付椀 HS 118 4.8 59 B, E, I 

6 高台付椀 HS 11.9 B.C.E 

7 高台 付椀 HS 5.9 C,E,H 

8 高台付椀 NS B,E,H 

， 甕 A N b H 186 

10 羽AII bロ HS 20.5 3.0 B. C, D. I 

11 羽 B II a HS 199 24 B,E,H 

12 羽 B II a HS 22.0 3.2 B,E,H,K 

第108号住居跡 （第196図 • 第 197図 ）

K-9 • 10グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

土城・溝など密集し、重複も激しく確認に手問取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.55m ・知刀2.30m・深さ0.42mであった。

主軸方位は、 N-76°-Eであった。

O 5cm 
1,  l 

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 淡 橙 30 

良 好 R 淡 橙 50 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 L 灰 褐 80 

普 通 R 灰 白 80 

良 好 R 灰 25 

良 好 R 淡黄橙 40 

良 好 R 灰 30 

良 好
外 ー暗褐。

15 
内一淡橙

外一明赤褐、

良 好
暗灰褐。内

50 
一灰、明赤

褐

良 好 灰 白 20 

良 好 暗 褐 15 

カマドは、東壁の北東寄りに検出した。袖は、当初

から造られなかったと判断した。焚き口部の両側に川

原石が補強材として使用していたからである。燃焼部

の堀り込みはみられず、燃焼部から煙道部へは、緩や

かに傾斜しながら細長い煙道部に移行していた。煙道

部は、段はもたなかった。
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第195図 第107号住居跡・出土遺物
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第 107号住居跡

1 黒褐色土 焼土、焼土プロック、炭化物を多呈に含む

2 黄褐色土 焼土粒子、炭化粒子を微且含む

3 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少屎含む
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遺構の切り合い関係は、第107号住居跡より古く、

第105• 1①号住居跡より新しかった。

遺物は、カマド内から須恵器の杯（4) ・高台付椀

(8) ・羽釜 (21)が出土した。カマド前面からも須

恵器の高台付椀 (7 • 9)が出土した。

lから 6は、椀である。 5は須恵器 (NS)、他は

須恵器 (HS)である。 7から13は、須恵器 (HS)

の高台付椀である。 14から17は、高脚高台付椀である。

14 • 16は須恵器 (NS)、他は須恵器 (HS)である。

2 • 5 • 6 • 16は底部、 9は高台、 10は口縁部が欠損

している。 11• 17は、底部のみである。 1は外面口縁

部から底部にかけてと内面口縁部、 8は外面口縁部か

ら底部にかけて、 16は外面口縁部と内面口縁部から底

部にかけて黒色の付着物が確認できる。 1 • 16は油煙
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第196図 第108号住居跡・出土遺物 （1)
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第108号住居跡

1 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子、白色粒子を少姐含む

2 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を微梨含む

3 黒褐色土焼土粒子、炭化粒子を少乱含む

4 黒褐色土焼土、焼士プロック、炭化粒子を多屈に含む

5 黒褐色土 焼土、焼土プロック、炭化物を多屈に含む

6 褐色土焼土粒子、炭化粒子を少只含む

7 褐色土焼土粒子を微屈含む
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第197図 第108号住居跡出士遺物 (2)

ーーロ

の痕跡と考えられる。

18は、緑釉陶器の高台付椀である。 18は、体部破片

である。

19は、灰釉陶器の長頸壷である。 19は、口縁部破片

である。

゜
10cm 

20から22は、羽釜である。 21• 22は須恵器 (NS)、

23は須恵器 (HS)である。 20• 21は胴部下位以下、

22は胴部上位以下が欠損している。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第108号竪

穴式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第162表 第 108号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 ± 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 11.0 4.5 5.5 B, E, G,I 普 通 R 灰 黄 100 

2 椀 HS 11.4 4.0 5.4 B,E 普 通 R にぶい黄橙 40 

3 椀 HS 11.6 3.9 5.5 A, B, E, H, K 良 好 R 灰 白 100 

4 椀 HS 11.1 3.7 5.7 B, D, I 普 通 R にぶい黄橙 100 カマド

5 椀 NS 12.2 4.1 7.2 B,D,E 良 好 R 灰 25 

6 椀 HS 13.0 5.0 5.4 C,D,E 良 好 R 明 赤褐 25 

7 高台付椀 HS 10.9 4.2 5.5 B,C,E 良 好 L 明 褐 90 カマド。穿孔

8 高台 付椀 HS 11.6 4.7 5.0 B,E,H,K 良 好 R 明 褐 100 カマド

9 高台付椀 HS 11.5 B, E, I 普 通 R 灰 黄 95 

10 高台 付椀 HS 5.9 A, B, C, E 良 好 R 黒 100 

11 高台 付椀 HS 5.8 C,E,G 良 好 R 明 褐 100 底部

12 高台 付椀 HS 13.6 59 6.9 B,E,H 良 好 R 
外一浅黄橙。

80 
内一褐

13 高台 付椀 HS 13.6 6.4 6.4 B. E, I 普 通 R 灰 黄 80 

14 高脚高台付椀 HS 14.6 4.9 7.8 B,E 良 好 R 
外 一灰褐。

70 
内一 黒

15 高脚高台付椀 NS 14.0 6.2 7.1 B.D.E 良 好 L 明灰褐 70 カマド

16 高脚高台付椀 HS 14.4 62 82 C, D, E,I 良 好 R 明赤褐 25 

17 高胴高台付椀 NS 87 B.D.E 良 好 R 灰 80 

18 高台付 皿 M B 良 好 オリーブ灰 2 

19 長頸壷 K B 良 好 暗 灰 5 破片

20 羽AII aイ NS 19.7 1.9 B,E 良 好 灰 白 20 

21 羽AI b a NS 236 2.9 B, D,I 外一灰。内
20 

一明褐

22 羽 B II a HS 234 2.7 B. D, I 良 好 暗 褐 25 
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第109号住居跡（第193図•第194図）

k-9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土城 ・

溝など密集し、重複も激しく確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

2.65m・短辺2.33m・深さ0.40mであった。西壁から

南壁にかけては、幅26cmの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は、当

初から造られなかったと判断した。焚き口部の両側に

扁平な川原石を二個ずつ並べ、補強材としていたから

である。燃焼部は右側にやや膨らんでいた。焚き口部

の前面から燃焼部にかけては、浅い掘り込みがみられ

た。燃焼部と煙道部の境の段はみられず、底面はほぼ

水平であった。

遺構の切り合い関係は、第108号住居跡より古く、

第106号住居跡より新しかった。

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀（13) ・羽

釜（20) ・甑（22)が出土した。

4から 9は、椀である。 5• 7が、須恵器（NS)

第163表第109号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台 付椀 NS 11.9 B,E 

2 高台付椀 HS 127 B,D,E 

3 

4 椀 HS 118 4.4 53 B, E, I 

5 椀 NS 12.3 4.5 5.2 B,C,D,G 

6 椀 HS 122 B,E, G 

7 椀 NS 120 4.6 53 B, E, G, I 

8 椀 HS 4.9 C,D,E ， 椀 HS 136 5.1 61 B,E 

10 高台 付椀 HS 11.6 4.4 6.1 B,C,E 

11 高台付椀 HS 110 4.6 64 A, B, D 

12 高台付椀 HS 120 4.6 50 B,C,D,E 

13 高 台付椀 HS 11.4 4.4 4.9 B, E, I 

14 高台付椀 HS 53 B,D,G,K 

15 高台付椀 HS 13.2 6.1 5.9 A, B, D, E 

16 高台付 皿 K 8.0 B,D 

17 高台付皿 K 6.6 B,D 

18 羽AI bロ HS 217 27.8 2.2 12.0 A, B, D, I 

土

19 羽AI aロ HS 250 1.7 B, D, E, G, I, K 

20 羽AI aロ HS 21.4 2.5 AB, D, G,I 

21 羽BII bイ HS 190 2.4 B,C,E,H 

22 羽底部 NS 6.8 B,C,E 

23 甑 HS A. B, D, I 

である。他は、須恵器 (HS)である。 10から15まで

は、須恵器（HS)の高台付椀である。 8• 14は口縁

部、 11• 15は底部が欠損している。 4は、内面底部に

黒色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

16 • 17は、灰釉陶器の高台付皿である。 16• 17は底

疇片である。

18から22は、羽釜である。 22は須恵器 (HS)、ほ

かは須恵器 (NS)である。 23は、須恵器 (HS)の

甑である。 18は底部、 19• 20は胴部下位以下、 21は胴

部上位以下が欠損している。 22は胴体部のみ、 23は底

部のみである。

以上、 出上遺物・遺構の重複関係等から第109号竪

穴式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第110号住居跡（第198図）

K・L-10グリッドで確認した。周辺の遺構は、比

較的疎らであったが、住居跡の覆土と遺構構築面の色

調が近似していたため、第16号区画溝の覆士除去中に

カマドの燃焼部を確認したことで明らかとなった。

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 R 灰 白 20 

普 通 R 黄 灰 30 

普 通 R にぶい橙 90 カマド

良 好 R 黒 褐 90 

良 好 R 明黄褐 15 底部ー25

良 好 R 黒 褐 50 

良 好 R 明 褐 100 底のみ

普 通 L 淡 黄 20 

良 好 R 淡 橙 25 

良 好 R 灰 白 25 

黒。口縁上
良 好 R 部内外面 一 40 

暗黄褐

良 好 R にぶい橙 60 カマド

良 好 R 明 褐 100 底部

良 好 R 灰 20 

良 好 淡 灰 10 

良 好 灰 10 

外ー黒褐。
40 

内一明褐

良 好 明 褐 20 

良 好 明赤褐 60 カマド

良 好 淡 橙 15 

良 好 灰 50 

良 好
外一明褐。

30 カマド
内一灰褐
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住居跡の形状は、不整長方形であった。規模は、長

辺3.14m・短辺2.04m・深さ0.32mであった。住居跡

の中央に長径0.92m・深さO.OSmと長径0.58m・深さ

0.07mの楕円形の並んだ二基の土城を検出した。

主軸方位は、N-85°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。袖は、当初か

ら造られなかったと判断した。第16号区画溝の調壺時

に大半を破壊してしまい、不明な点が多かった。

遺構の切り合い関係は、第16号区画溝より新しかっ

た。

1は、須恵器 (NS)の羽釜である。 1は、 胴部中

位以下が欠損している。

2は、須恵器（S)の甕である。 2は、底音随支片で

ある。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第llO号竪

穴式住居跡を中堀VII期に位置付けたい。

第111号住居跡（第199図）

L-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・溝・

小穴などの遺構が比較的密集していたが、覆士上面の

火山灰をもとに確認できた。

住居跡の形状は、長方形であった。 規模は、長辺

3.24m・短辺2.25m・深さ0.35mであった。幅15cmの

壁溝を、カマド部分を除き検出した。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。煙道部の位置

から燃焼部全体が住居跡内に造られたと推定される。

袖は、検出できなかったが、燃焼部を覆うように造り

付けられていたと推定した。燃焼部から煙道部へは、

段をもたずに移行し、煙り出し部に向かって煙道部が

緩やかに傾斜していた。カマド周辺からは、カマド構

築材の大形の川原石が出土した。

住居跡・出土遺物第198図第110号

呵

A~ \ \ 

゜
。口」

〇゚u | 
m 

ヽ

A' A 65.9 

第11 0号住居跡

1 暗褐色土 焼土、炭化物を微亘含む

2 黒褐色土 焼土粒子を微且含む

3 暗褐色土 焼士を微只含み、黒褐色士プロック少盈含む
0 1m 
| l 

三 口」
゜

10cm 

遺構の切り合い関係は、第16号区画溝より新しかっ

た。

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀 (2• 4) 

が出士し、カマド左側から土師器杯 （1)が出土した。

1は、土師器の杯Cである。 2から7は、高台付椀

である。 2• 6 • 7は、須恵器 (NS)である。ほか

は、須恵器（HS)である。 8は、須恵器（NS)の

第164表 第110号住居跡出土遺物観察表

番号器 種 種別口径器高

1 羽AI aイ NSI 21.6 

2 甕 s
［土 焼成 1輛輯

良好

良好 □ 出土位置その他
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第199図 第111号住居跡 ・出土遺物
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第111号住居跡 6 黒褐色土 焼土粒子を少旦含む

1 褐色土 焼土を微且含み、 B軽石を多且に含む 7 暗褐色土 焼土、焼土粒子を多盤に含み、炭化粒子を少

2 褐色土 焼士、炭化物を少最含む 且含む

3 褐色土焼土プロックを多lilに含み、炭化物を少凪含む 8 黒褐色土 焼士プロックを多且含み、炭化物を微拭含む

4 暗褐色土焼土を少紅含み、炭化粒子を微羹含む 9 黒褐色士 焼土粒子、炭化粒子を微位含む

5 掲色土焼土粒子を微旦含む粘性あり

｀
 
二

□
 

二

ロ］二三
5cm 

l l 

第165表 第 111号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘輔 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 C H 12.8 3.4 7.8 B.D.E 不 良 白 橙 80 

2 高台付椀 NS 128 53 5.1 B, D, E, G, I 良 好 R 灰 褐 100 

3 高 台付椀 HS 121 50 5.6 B, E, I 良 好 R 灰 黄 50 

4 高台付椀 HS 116 49 6.1 B, C, D, E, G, I 良 好 L 明 褐 100 

5 高 台付椀 HS 139 B,E 良 好 R 橙 70 

6 高台付椀 HS 60 B, E, H, I 良 好 R 明赤褐 100 底部

7 高台付椀 NS 6.8 B,E,H 良 好 R 灰 白 100 底部

8 羽底部 NS 7.3 B,D,K 灰 褐 40 

羽釜である。 5は高台、 6• 7は口縁部が欠損してい

る。 8は、底部のみである。 4は、内面口縁部から底

部にかけて黒色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と

考えられる。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第111号竪

穴式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。
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第200図 第112号住居跡
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ー 第11 2号住居跡

1 黒褐色土焼土、炭化物を少黛含み、暗褐色

土、 B軽石を多呈に含む

2 暗褐色土 焼土、炭化粒子を多且に含み、 B

軽石を少且含む

2m 3 暗褐色土 焼土、炭化粒子を2屈より多く含
み、 B軽石を少豆含む

4 黒褐色土焼土、炭化粒子を多且に含む

5 暗褐色土焼土、炭化粒子を少黛含む

□
 

A 65.6 A' 

》
0 50cm 
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3
 

DI,,,/ 

6 暗褐色土 焼土を少且含み、炭化粒子を

多猛に含む

7 照褐色土焼土、炭化粒子を多iitに含む

（上層に炭化物雁）

8 黒褐色土 焼土を少羹含む（炭化物屈）

9 赤褐色土 黒褐色粒子を多益に含む

（焼土屈）

10 黒褐色土焼士粒子を多屈に含み、炭化

粒子を少Jil含む（灰陪）

11 暗褐色土 3屈に似るがやや色調が明るい

12 黒褐色土 焼土粒子を微呈含む

A 66.2 
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13 果褐色土 焼土粒子を少且含み、炭化粒子を多且

に含む

14 暗褐色土 焼土粒子を少量含み、炭化粒子を微只

含む

15 暗掛色土焼土主体

16 黒褐色土 焼土プロックを多呈に含み、炭化粒子を

少旦含む

17 黒褐色土 焼土粒子を少昼含む

18 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を微且含む

19 褐色土焼土を少量含み、炭化粒子を微蜃含む

20 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を微只含む

21 暗褐色土焼土粒子、焼土プロック、炭化粒子微呈

含む

22 暗褐色土焼土粒子を多Jilに含む

23 黒褐色土焼土、炭化物を多拭に含み、小礫を少黛

含む

゜
1m 
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第201図 第112号住居跡出土遺物

口＿―
 

む ：
 

含且

む

少
含

を

む

を

物

含

子

化

屋

粒

炭

む

微

化

、

含

を

炭

み

呈

子

、

含

む

少

粒

み

に

含

を

化

含

呈

且

蒻

農

国

豆

砂

炭

子

多

子

子

、

粒

を

粒

粒

土

士

土

土

土

焼

焼

焼

焼

焼

土

土

土

土

土

<

H[[2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
 

□ 
ロ ＼羹逗＇ 心多 □□ 
ニロ □ 口
ニロロコ
□ 口 □三□

三。16

＼ロロ／

二
こ
℃
 
胄／万

口

こ
一二三＿ 27 こ 28

ニ 24

ロ三三，

¥1  

こ
亡＝巨雪30

33 

5

m
 

3

c
 

二

i

10

□
]

゜

3
4
:
:
 

¥

――_-― 

ニロニロ 口
38 

¥:7 

-267 -



第112号住居跡 （第200図•第201 図 ）

L ・M-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

溝などがみられたが、比較的疎らであった。当初は三

基のカマドを確認したことから、重複関係を想定した

が、断面観察から同一住居跡のカマドと判断した。

住居跡の形状は、南北に細長い長方形であった。規

模は、長辺5.54m・短辺2.76m ・深さ0.57mであった。

住居跡内からは、三基の土城を検出した。 1号土壌は、

径0.75m ・深さ0.12m、2号土壊は径0.55m ・深さ

0.15m、いずれも円形であった。 3号土城は、不整楕

円形で規模は、長径1.08m・深さ0.05mであった。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁の中央から南東隅にかけて、三基並

んで検出した。覆土の堆積状況から、 3基とも住居の

埋没前まで併用していたと推定した。

1号カマドは、東壁の中央に造られていた。袖は、

地山を掘り残して造り、短く住居跡内に伸びていた。

燃焼部は整った方形で、底面の掘り込みはみられなか

った。燃焼部の中央から川原石を使用した支脚を検出

したことから、一つ掛けのカマドと判断した。燃焼部

から煙道部へは、段をもって移行していた。煙道部は、

長さ0.97mと細長く、地山を掘り抜いて造られていた。

煙道部の底面は、小さな凹凸がみられたが、ほぼ水平

に伸びていた。煙り出し部は小穴状で、煙道部から急

傾斜に立ち上がっていた。

2号カマドは、南東寄りに造られていた。左袖は、

地山を掘り残して造られたが、 3号カマドと共有する

右袖は、地山を低く掘り残した上に暗褐色土を補充し

て造られていた。右袖の先端には、補強材の川原石が

使用され、焚き口部の天井にも大形の川原石が補強材

として使用され、鳥居状に組くまれていた。燃焼部は

不麟であった。浅い火床面の掘り込みが、左側半分

に検出できた。燃焼部から煙道部に向かっては、緩や

かに傾斜し、小さな段をもって煙道部に移行していた。

煙道部は、燃焼部右奥から短く伸び、煙り出し部は、

垂直に立ち上がっていた。

3号カマドは、 2号カマドと並んで造られていた。

軸が南に振れ、住居跡の中央方向に焚き口部が向いて

いた。左抽は、 2号カマドと共有するが、右袖は検出

されなかった。燃焼部の掘り込みは小さく浅かった。

煙道部には、小さな段をもって移行していた。燃焼部

内からカマドの構築材の川原石が出士していた。長さ

0.44mの煙道部は、緩やかに傾斜しながら、垂直に立

ち上がり、煙り出し部へと移行していた。

貯蔵穴は、 1号カマドの右袖前面と、 3号カマドの

右脇南東隅から二基検出した。 1号カマドの脇の貯蔵

穴は、不整楕円形で、長径0.65m・深さ0.07mであっ

た。 3号カマド右脇の貯蔵穴は、楕円形で長径0.47m• 

深さ0.25mであった。

遺構の切り合い関係は、古墳時代前期の第1号溝よ

り新しかった。

遺物は、 2号カマド内から須恵器の高台付椀 (4.

6) .土師器の甕（33)が出士した。

1から3は、須恵器（HS)の椀である。 4から29

は、高台付椀である。 5• 7 • 8 • 12 • 15 • 16 • 17 • 

20は、須恵器 (NS)である。他は、須恵器 (HS)

である。 7は底部、 11から16は底部と高台、 17から20• 

22 • 23は口縁部が欠損している。 24から29は、底部の

みである。 9は内面口縁部、 13は内面体部に黒色の付

着物が確認できる。 9は油煙、 13は煤の痕跡と考えら

れる。

30は、灰釉陶器の高台付皿である。 31は、高台付輪

花椀である。 30は底部のみ、 31は口縁部破片である。

32から34は、土師器の甕である。 36• 37は、須恵器

(HS)の羽釜である。 32は胴部下位以下、 33• 34 • 

36は胴部上位以下が欠損している。 37は、底部のみで

ある。

38は、平瓦である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第112号竪

穴式住居跡を中堀M期に位置付けたい。
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第113号住居跡（第202図）

L-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・溝・

小穴などの遺構が比較的密集していたが、覆士上面の

火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

2.68m ・短辺2.23m・深さ0.45mであった。西壁に幅

20cmの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-93°-Eであった。

第167表 第112号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 HS 11.8 4.0 6.2 B, E, I 

± 

2 椀 HS 108 4.3 5.6 B, C, D, E, I 

3 椀 HS 12.8 5.2 5.1 B, I 

4 高台付椀 HS 13.4 4.9 5.3 B. E, I 

5 高台付椀 NS 12.7 5.4 6.1 B,D,E,G 

6 高 台付椀 HS 13.3 5.2 5.0 B, E, I 

7 高台付椀 NS 12.1 4.5 5.5 A.B, E 

8 高 台付椀 NS 12.8 5.5 5.2 B,E ， 高台付椀 HS 13.6 6.3 6.1 B, E,I 

10 高 台付椀 HS 12.6 5.6 5.8 B, C, E, I 

11 高台付椀 HS 12.9 B, E,I 

12 高台付椀 NS 13.1 B,D,E 

13 高 台付椀 HS 13.4 B,D,E 

14 禽 台付椀 HS 11.9 E, I 

15 高 台 付椀 NS 15.5 B,E,G,K 

16 高台付椀 NS 14.4 A, B, E 

17 高 台付椀 NS 8.9 B,D,E,G 

18 高 台 付椀 HS 6.9 B, E, I 

19 高 台付椀 HS 58 A, C, E, I 

20 高台付椀 NS 60 E, I 

21 高 台付椀 HS B, I 

22 高 台 付椀 HS 5.0 B, E, I 

23 高台付椀 HS 5.1 B, E,I, K 

24 高 台付椀 HS 86 A, B, E 

25 高台付椀 HS 5.8 B,C,E 

26 高台付椀 HS 4.9 B, E, I 

27 高台付椀 NS 57 B, E, I 

28 高台付椀 黒色 5.9 B, C, E, I 

29 高台付椀 HS B, E, I 

30 高台付皿 K 7.4 B 

31 高台付輪花椀 K B,D 

32 甕 A Ill b H 185 B.D,E 

33 甕 B ill a H 169 B,E 

34 甕 B III b H 18.6 B,E 

35 高台付椀 HS 9.9 B, E. I 

36 羽AIaロ HS 20.8 3.0 B. D, E, I 

37 羽底部 HS 11.0 B,C,E,G 

カマドは、東壁の中央で検出した。袖は、 当初から

造られなかったと判断した。焚き口部の前面から燃焼

部にかけて、浅い掘り込みがみられた。燃焼部の中央

から川原石の支脚が出土したことから、 一つ掛けのカ

マドと推定される。燃焼部から煙道部へは、大きな段

第166表 第112号住居跡出土瓦観察表

::I :: I ：こI刷： ：し1凹布面 側面

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 R 灰 黄 40 

外 ー黒褐と

良 好 R 
灰褐がまだ

90 
ら。内一 黒
褐

普 通 R 黄 灰 40 

普 通 L にぶい黄橙 50 

良 好 R 灰 褐 底部ー100。口縁ー20

普 通 R にぶい黄橙 50 

良 好 R 灰 25 

良 好 L 灰 白 75 

普 通 R 浅 黄 90 

普 通 R にぶい黄橙 60 

普 通 R にぶい黄橙 40 

良 好 R 明灰褐 25 

良 好 L 淡黄褐 25 

普 通 R にぶい 橙 40 

良 好 R 黒 褐 25 

良 好 L 黒 25 

良 好 R 黒 40 

普 通 R 浅黄橙 20 

良 好 R 
外 一明褐。

100 1号カマド
内一黒

普 通 L 灰オリーブ 30 

普 通 L 浅 黄 20 

普 通 R 橙 10 

良 好 L 明 褐 50 

良 好 R 灰 褐 80 

良 好 R 明 褐 40 

良 好 L 灰 黄 20 

良 好 R 褐 灰 20 1号カマド

良 好 R 
外一明赤褐。

100 
内一黒

普 通 L 灰 白 10 

良 好 淡 灰 20 底部のみ

良 好 淡 灰 10 破片

良 好 明 褐 60 

普 通 橙 10 2号カマド

普 通 暗 橙 10 口縁のみ

普 通 R にぶい黄橙 50 

良 好 明 赤 褐 25 

良 好 灰 20 
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をもって移行していた。煙道部には補強材として羽釜

(5) と甑（6)が使用されていた。

遺構の切り合い関係は、第114号住居跡•第16号区

画溝より新しかった。

1は、須恵器 (HS)の椀である。 2から 4は、高

台付椀である。 2 • 4は、須恵器 (NS)である。他

は、須恵器 (HS)である。 2は高台、 3は底部と高

台、 4は口縁部が欠損している。 1は、口縁部に黒色

第202図 第113号住居跡 ・出土遺物

.8
 °| 

□ 
0 1m 
l l 

l
"9
9
 8
 

の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

5は、須恵器 (HS)の羽釜である。 6 • 7は、甑

である。 5• 6は、胴部中位以下が欠損している。 7

は、胴体部のみである。

8は、凝灰岩である。

以上、出士遺物・遺構の里複関係等から第113号竪

穴式住居跡を中堀VIII期に位置付けたい。
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第11 3号住居跡

1 にぶい黄褐色土焼土を少旦含み、 B軽石を多如こ含む 5 II音褐色土焼土を少阻含む
2 暗褐色土 焼土、 B軽石を少旦含む粘性あり 6 黒褐色土焼土プロックを多乱に含み、焼土粒子、炭化
3 褐色土焼土、炭化物を多旦に含む 粒子を少lil含む

4 掲色土 焼土を多屈に含み、炭化粒子を少且含む 7 暗褐色土 焼土粒子を多盈に含み、炭化粒子を少泣含む

ご □
口 こ

八

□ロロ
〇 10 cm O 10cm 

l l 
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第168表 第 113号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観輯 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 9.3 3.0 3.6 F, I 良 好 R l‘辰曲 橙 90 油煙付

2 高 台付椀 NS 12.6 6.7 A. B, E, G, H 良 好 R 黒 灰 80 

3 高台付椀 HS 15.1 B.C,E 良 好 R 淡黄褐 20 

4 高 台付椀 NS B,E,H 良 好 R 灰 白 70 

5 羽Albロ HS 18.6 2.5 AC  良 好 明赤褐 50 

6 甑 A I HS 33.3 5.2 AB. C, D. E 良 好 淡赤褐 15 

7 甑 NS A, B, I 良 好
外一灰褐。

80 
内一明灰褐

第114号住居跡（第203図）

L-8. 9グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

溝・小穴などの遺構が比較的密集し、確認に手間取っ

た。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.55m ・短辺3.10m・深さ0.54mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eと推定した。

カマドは、第115号住居跡によって破壊されていた

ため、不明であった。

遺構の切り合い関係は、第113• 115号住居跡より古

かった。

1は、土師器の杯AVである。 1は、底部が欠損し

ている。

2は、須恵器 (NS)の椀である。 2は、口縁部と

底部が欠損している。

3から 5は、高台付椀である。 3は須恵器（S）、

4 • 5は、須恵器 (NS)である。 3から 5は、底部

のみである。

6は、須恵器（HS)の高脚高台付椀である。 6は

疇のみである。

7 • 8は、灰釉陶器の高台付椀である。 8は、転用

硯である。 8は、底部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第114号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第203図 第114号住居跡・出土遺物
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第11 4号住居跡
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2 褐色土 焼土粒子を少旦含む
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第115号住居跡 （第204図）

L・M-8グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

溝 ・小穴などの遺構が比較的密集していたが、覆土上

面に堆積した火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は、不整長方形であった。規模は、長

辺2.80m・短辺2.33m・深さ0.43であった。南壁を除

き、幅20cmの壁溝を検出した。住居跡の中央北寄りか

ら長径0.88m・短径0.51m ・深さ0.05mの楕円形の士

壊を、また、住居跡の南西部から径0.59m・深さ0.08

mの円形の土壊を検出した。

主軸方位は、 N-100°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。 袖は、当初

から造られなかったと判断した。燃焼部は、奥に向か

って低く緩やかに傾斜していたが、掘り込みはみられ

なかった。燃焼部から煙道部には、大きく段をもって

移行していた。煙道部は細長く、煙り出し部に向かっ

て緩やかに傾斜していた。

貯蔵穴は、カマドの右脇南東部で検出した。形状は、

楕円形であった。規模は、長径0.82m・短径0.43m• 

深さ0.09mであった。

遺構の切り合い関係は、第114号住居跡より新しか

第169表 第114号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A V H 129 3.0 6.5 B,E,F 

2 椀 NS 5.7 B, E, I 

3 高台付椀 s 67 B 

4 高 台付椀 NS 57 B. I 

5 高台 付 椀 NS 6.0 B, I 

6 高脚高台付椀 HS 8.4 A,B,C,E 

7 高台付椀 K 14.7 5.1 63 B 

8 高台付椀 K 7.4 B,D 

第170表 第115号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台付椀 HS 6.3 B, D,I 

2 高台付椀 K 6.3 B,D 

土

土

3 羽AII aイ HS 18.9 2.8 B, C, D, E, G, I 

4 羽AI aロ HS 20.4 3.1 A, B, D, G, I 

5 甑 A I NS 27.4 5.0 B. C, D, F, G, I 

った。

遺物は、カマド内から羽釜 (3• 4)が出土した。

1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 1は、ロ

縁部が欠損している。

2は、灰釉陶器の高台付椀である。 2は、底部のみ

である。

3から 5は、羽釜である。 3• 4は、須恵器 （HS)、

5は、須恵器（NS)である。 3は底部、 4は胴部上

位以下、 5は胴部中位以下が欠損している。

6は、石製腰帯具 （石帯）の丸輌である。黒色の粘

板岩製である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第115号竪

穴式住居跡を中堀VlI期に位置付けたい。

第116号住居跡 （第205図）

L-9グリッドで確認した。周辺の遺構は、比較的

疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

2.91m・短辺2.33m・深さ0.10mであった。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。 袖は、当初か

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 暗黄土 30 

普 通 R 灰 白 10 

良 好 R 灰 10 

普 通 L 灰 5 

普 通 R 灰 白 10 

良 好 R 明 褐 60 

良 好 淡灰褐 40 

良 好 灰 50 転用硯

焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 
外一淡黄褐。

60 
内一灰

良 好 灰 10 

明赤褐 30 

良 好 明 褐 20 

良 好
外 一灰褐。

20 
内一淡黄褐
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第204図 第115号住居跡・出土遺物
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第 11 5号住居跡

1 黒褐色土焼土、 B軽石、褐色土プロックを多釦こ含む 4 黒褐色土焼土を微lit含み、炭化粒子を少凪含む 7 黒褐色土焼土を多祉に含む

2 黒褐色土焼土を多且に含み、炭化粒子を少盆含む 5 黒褐色土焼土を少羹含む 8 黒褐色土焼土を少凪含む

3 黒褐色土 焼土、炭化粒子を少且含む 6 黒褐色土 焼土を少且含む (5屈よりもやや明るい） 9 黒褐色土 焼土、炭化物を微盈含む
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ら造られなかったと判断した。燃焼部は、不整楕円形

に浅く掘り込まれていた。

貯蔵穴は、カマドの右側の南東部で検出した。形状

は円形で、径0.4m・深さ0.12mであった。貯蔵穴を

囲むように、大形の川原石がまとまって出土した。

遺構の切り合いは、みられなかった。

遺物は、貯蔵穴西脇から羽釜（2)が出土した。

1は、須恵器 (HS)の高台付椀である。 1は、 ロ

縁部が欠損している。

2は、須恵器 (HS)の羽釜である。 2は、胴部上
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第205図 第116号住居跡・出土遺物
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第11 6号住居跡

1 黒褐色土 焼土、炭化物を多塁に含み、白色粒子を少址

含む

2 赤褐色土 焼土粒子、焼士プロックを多呈に含む

3 灰褐色土 炭化物を微且含む

4 赤灰色土 地山が被熱により赤色化

5 灰黒褐色土焼土プロックを多位に含み、炭化物を微lil

含む

6 黒褐色土 焼土粒子を少且含む

0 50 cm 
l l 

位以下が欠損している。

以上、出土遺物から第116号竪穴式住居跡を中堀珊

期に位置付けたい。

第117号住居跡（第206図）

L・M-9グリッドで確認した。周辺の遺構は、 比

較的疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4. llm・短辺2.78m・深さ0.30mであった。住居跡の

西側の南壁よりから長径O.61 m ・深さ0.22mと長径

0.29m・深さ0.05mの小穴二基を並んで検出した。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

~, 

三
゜

10cm 

カマドは、東壁の南東隅よりに検出した。左袖は、

地山を掘り残して造り、右袖は、住居跡の壁を利用し

ていた「片袖型」カマドであった。燃焼部には、小さ

な凹凸がみられたが、掘り込みはみられなかった。燃

焼部から煙道部にかけて緩やかな段をもって移行して

いた。煙道部は、煙り出し部に向かって傾斜し、天井

は、扁平な川原石が、構築材として使用されていた。

煙り出し部の底面は、水平で急傾斜で立ち上がってい

た。

遺構の切り合い関係は、第17号区画溝より新しかっ

た。

遺物は、カマド内から羽釜（6• 7 • 9)が出土し、

第171表 第116号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1口径 1器高 1 鍔 1底径 I 胎 土 焼成 I輛轄 I色 調 I残存 I 出土位置その他

1 I高台付椀 IHS

2 I平;JB II a I H S I 25.0 2.7 

7.8 I B, C, E, H 

B,C,E,H 

良

良

好 IR 

好

外一浅黄橙。

内一黒

明

40 

褐 I15 
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第206図 第117号住居跡 ・出士遺物
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第11 7号住居跡 G 暗褐色土焼土プロックを多凪に含む

1 黒褐色土 焼土、炭化物を多:ii11こ含む 7 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子、白色粒子を微旦含む

2 褐色土焼土粒子を微呈含む 8 暗褐色土 炭化粒子を微只含む

3 暗褐色士焼土、炭化物を多且に含む 9 黒褐色土 焼土プロック、焼土粒子を多位に含む

2m 
4 黄褐色士焼土、炭化物を微且含む 10 暗赤褐色土 炭化粒子を多墨に含む（焼土屈）

5 黒褐色土 焼土、炭化物を微旦含む粘性あり 11 黒褐色土焼土粒子を多屈に含む（炭屈）

ロニロ
ロ
三 3

ー ー ニ／97
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゜
10 cm O 2cm 
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カマドの周辺から羽釜 （5• 8)が出土した。

1から3は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2.

3は、口縁部が欠損している。

4は、土師器の甕である。 4は、胴部下位以下が欠

損している。

5から9は、須恵器 （HS)の羽釜である。 5• 6 • 

9は胴部中位以下、 7• 8は胴部上位以下が欠損して

しヽる。

10は、錐と思われる鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第117号竪

穴式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第118号住居跡 （第207図 • 第208図 ）

M-9 • 10グリッドで確認した。周辺の遺構は比較

的疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.40m・短辺3.29m・深さ0.32mであった。南壁を除

き、幅約23cmの壁溝を検出した。住居跡の南西隅に、

径0.51m・深さ0.08mの土壊を検出した。

主軸方位は、 N-105°-Eであった。

カマドは、東壁南寄りに検出した。袖は当初から造

られなかったと判断した。燃焼部の右側は楕円形に浅

く掘り込まれ、奥に向かって低く傾斜していた。燃焼

部から煙道部には、緩やかな段をもって移行していた。

貯蔵穴は、カマドの右側の南東隅で検出した。形状

は、不潜［楕円形であった。規模は、長径1.41 m・短径

第172表 第117号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台 付 椀 NS 12.2 4.6 53 B,D,E 

2 高台付椀 NS 6.1 B, D, G,I NS 

土

3 高 台付椀
NS 

58 B, C, D, G, I NS 

4 甕 BN C H 189 B,D,E,H 

5 羽 B I HS 229 2.1 A, B, D, E, I 

6 羽AI bロ HS 21.4 2.2 A. B, C, D, G, I 

7 羽AII aロ HS 17.6 2.1 B, C, D, E, F, G, I 

8 羽AIaロ HS 200 2.6 B. C. D. E. I ， 羽BII bイ HS 21.8 2.2 B,C,E,H 

1. 09m ・深さ0.09mであった。

遺構の切り合い関係は、第17号区画溝より新しかっ

た。

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀（8) •土

師器の甕（20)が出土し、貯蔵穴内から須恵器の高台

付椀（4• 10) ・甑 （22)が出土した。 また、住居跡

の北西隅から須恵器の高台付椀 (5• 13) ・灰釉陶器

の高台付椀 （15)がまとまって出土した。なお、灰釉

陶器の高台付椀（15)は、カマド左脇から出土した破

片と接合した。

1は、須恵器 (NS)の椀である。 1は、底部が欠

損している。

2から14は、高台付椀である。 2• 4 • 6 • 8 • 9 • 

11 • 12 • 14は、須恵器 （HS)である。他は、須恵器

(NS)である。 2• 3 • 7は高台、 4• 9は底部と

高台、 10• 12から14は口縁部、 11は口縁部と底部が欠

損している。

15から18は、灰釉陶器である。 15• 16は、高台付椀

である。17• 18は、高台付皿である。 16は底部と高台、

18は底部が欠損している。

19から21は、土師器の甕である。 22は、土師器の甑

である。 19は胴部上位以下、 20• 21は胴部中位以下が

欠損している。

23は、鉄製の紡錘車である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第ll8号竪

穴式住居跡を中堀V1期に位置付けたい。

焼成 輯櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 L 灰 40 

良 好 L 灰 100 底部

良 好 R 明赤褐 100 底部

良 好
外一褐。内

20 
一淡橙

良 好 明 褐 20 

良 好
灰白。内面

20 カマド
一明褐

良 好 明赤褐 20 カマド

良 好 明 褐 15 

良 好 淡 橙 30 カマド
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